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No.22

つくばみらい広
報

１月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口42,877人（＋78）　男21,454人（＋43）　女21,423人（＋35）・世帯数14,504世帯（＋57）

★お相撲さんともちつき大会！
　　　　　　（わかくさ幼稚園）

　12月４日、わかくさ幼稚園において、園児と保護者、そして
今回は立浪部屋の力士を招いてもちつき大会が行われました。
　園児たちの「ヨイショ！ヨイショ！」「がんばれー」の声のもと、
次々と大きなおもちをつきあげました。
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つ
く
ば
み
ら
い
市
長　

飯い
い

島じ
ま　

善ぜ
ん

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
平
成
18
年

3
月
27
日
の
誕
生
以
来
３
年
目
を
む

か
え
ま
す
。
常
日
ご
ろ
よ
り
、
市
政

各
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
方
に

は
格
別
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
、

あ
ら
た
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る

行
財
政
改
革
が
進
む
な
か
で
、
平
成

19
年
3
月
に
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び
そ
の
実
施

計
画
と
な
る
「
つ
く
ば
み
ら
い
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現
を
目
指

し
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
市
内
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
防
災
行
政
無

線
の
再
構
築
事
業
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
健
康
増
進
事
業
、
介
護

予
防
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
つ
い
て
は
、
水
稲
の
生
産
調
整
に

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
農
業
経

営
の
基
盤
強
化
や
生
産
体
制
の
整
備

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
し

て
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
た
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
総
合
計

画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
年
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
歴

史
・
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
協
働

と
融
和
を
基
本
に
、
本
市
の
将
来
像

で
あ
る
「
活
力
に
満
ち
た　

う
る
お

い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
づ
く
り
に

向
け
、
諸
施
策
を
ま
い
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
の
座
右
の
銘
は
、「
初
心
忘
る
べ

か
ら
ず
」で
す
。
常
に
初
心
に
返
り
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
創
意･

工
夫
し
、
さ
ら
な

る
行
政
効
率
の
向
上
を
目
指
し
、
今

年
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
議
長　

廣ひ
ろ

瀬せ　

満
み
つ
る

　

市
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
新
年
に
あ
た
り
、
市

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
市

議
会
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
世
界
中
で
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
異
常
気
象

が
多
発
し
多
く
の
生
命
や
財
産
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
化
、
情

報
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
が
急
速
に

進
行
し
て
お
り
、
地
方
分
権
に
よ
る

国
、県
か
ら
の
権
限
委
譲
や
補
助
金
、

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
、
本
市
に

お
い
て
も
特
に
財
政
面
を
は
じ
め
と

し
て
、
克
服
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
な
か
、
行
政
需
要

は
そ
の
量
・
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑

多
様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
で
、

皆
さ
ん
の
声
を
的
確
に
捉
え
市
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
ど
も
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
誕
生
か
ら
1
年

10
ヶ
月
余
り
が
経
過
し
新
年
を
迎
え

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
市
の

総
合
計
画
基
本
構
想
を
始
め
上
下
水

道
料
金
の
統
一
が
図
ら
れ
、
長
い
歴

史
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で

き
た
伊
奈
町
と
谷
和
原
村
の
制
度
の

統
一
が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
私
た

ち
市
議
会
議
員
も
合
併
特
例
期
間
が

今
年
２
月
29
日
ま
で
と
な
り
、
２
月

３
日
に
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙

に
よ
り
、
20
人
の
市
議
会
議
員
が
生

ま
れ
、
３
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
体

制
で
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
活
力
に

満
ち
た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
」
実
現
に
向
け
、
今
後
さ
ら
に

創
意
工
夫
を
重
ね
、
市
民
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
、
更
な
る
飛

躍
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
ご
支
援
・
ご
協
力
等
に
対

し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

年
も
市
議
会
に
対
し
相
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

今年もよろしくお願いします。

新年のごあいさつ
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～みんなのみらい　みんなの一票で～

　投票日に、仕事・旅行などの予定がある方は、期日前投票が
できます。

　■受付期間　　１月28日㈪から２月２日㈯まで
　■時　　間　　午前８時30分～午後８時まで　
　■場　　所　　市役所伊奈庁舎１階ロビー
　　　　　　　　市役所谷和原庁舎１階相談室

期日前投票制度

　市外に滞在・旅行中の方は、滞在・旅行先の市区町村の選挙
管理委員会で不在者投票ができますので、お早めに市選挙管理
委員会に請求してください。投票用紙は滞在先へ郵送します。
　また、県選挙管理委員会の指定した病院や老人ホームなどの
施設に入院・入所している方は、そこで不在者投票を行うこと
ができますので、病院・施設に申し出てください。

不在者投票制度

○期日前投票ができる人

○不在者投票ができる人
投
票
で
き
る
方

　

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

平
成
20
年
１
月
26
日
現
在
で
調
製
す

る
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

し
、
投
票
日
当
日
ま
で
有
効
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

○
昭
和
63
年
２
月
４
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方

○
３
か
月
以
上
つ
く
ば
み
ら
い
市
内

　

に
住
所
を
有
す
る
方
（
平
成
19
年

　

10
月
26
日
ま
で
に
転
入
手
続
き
を

　

し
た
方
）

※
な
お
、
投
票
前
に
市
外
へ
転
出
し

　

た
方
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会

　

議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
権
は
あ
り

　

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
に
は

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
み
な
さ
ん

の
お
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
は
、
入
場
券
を
持
参

し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
入
場
券
は
、
２
人
分
の
入
場
券

を
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
発
行
し
ま
す
の

で
、
投
票
の
際
に
は
ご
自
分
の
分
を

切
り
取
っ
て
投
票
所
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

選
挙
会
（
開
票
）

▼
日
時
＝
２
月
３
日
㈰　

午
後
９
時

　

か
ら

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館

▼
参
観
人
定
員
＝
１
０
０
人

※
当
日
午
後
７
時
か
ら
伊
奈
公
民
館

　

玄
関
前
に
て
入
場
整
理
券
を
一
人

　

一
枚
配
布
し
ま
す
。
整
理
券
が
な

　

く
な
り
次
第
、
終
了
と
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

◆問い合わせ先
　市選挙管理委員会
　（伊奈庁舎総務課内）
☎ 58 - 2111（内線1215）

あなたの一票を新しいまちづくりに反映
させるために、必ず投票しましょう。

★ 告 示 日　１月27日㈰

★ 投 票 日　２月３日㈰

★投票時間　午前７時～午後８時
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〈小張〉　小張小学校

〈豊〉　豊小学校〈三島〉　三島小学校〈板橋第３〉　伊奈第４保育所

〈谷井田第３〉　上谷井田公民館〈板橋第２〉　わかくさ幼稚園

〈谷井田第２〉　茨城南部農業共済組合〈板橋第１〉　板橋小学校

〈東〉　東小学校 〈谷井田第１〉　谷井田小学校

中
通
川

下島公民館

三島小三島小

至 福原

至 伊丹至 伊丹

小
張
小
学
校

小
張
小
学
校

小張クリニック

カスミ

ＴＸみらい平駅

主要地方道野田・牛久線

エネオス小張ＳＳ

カスミ

至 市役所伊奈庁舎至 市役所伊奈庁舎

常陽銀行

谷井田小谷井田小

至 取手市

至 谷井田

至 

狸
渕

至 

下
平
柳

間宮林蔵
記念館

○看板あり

茨城南部
農業共済組合
茨城南部
農業共済組合

郵
便
局

Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み

上谷井田
公民館
上谷井田
公民館

コスモス

至 

取
手
市

至 

市
役
所
伊
奈
庁
舎

東小
千手院

至 

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

主要地方道野田・牛久線

板橋小学校
板橋不動院

至 つくば市

わかくさ
幼稚園

伊奈
郵便局

主要地方道野田・牛久線

県
道
高
岡
・
藤
代
線

至 ワープステー
　　　　ション江戸

至 谷田部ＩＣ

至 谷田部ＩＣ

狸穴団地

伊奈第４
　保育所

狸穴みどり
団地

ファミリーマート

至 ワープステ
ーション江戸

至 市役所伊奈庁舎

至 常総市

豊小 ローソン

至 

守
谷
市

主要地方道野田・牛久線

※〈投票区〉　投票所

投
票
所
一
覧
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〈小絹第１〉　小絹コミュニティセンター

〈福岡〉　谷和原公民館福岡分館

〈小絹第２〉　絹の台集会所

〈谷原第１〉　谷和原保健福祉センター

〈谷原第２〉　下小目公民館

〈小絹第３〉　古箸営農研修センター

〈十和第１〉　谷和原公民館十和分館

〈谷原第３〉　谷和原公民館谷原分館

〈十和第２〉　真木新農村集落センター

主要地方道つくば・野田線

小絹コミュニティ
　　　　　センター

カスミ

吉
野
家

国
道
２
９
４
号

至 常総市

至 守谷市至 守谷市

国道 294 号

小絹駅

ふれあい
センター

※

車
で
お
越
し
の
方
は
�

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�
の

　

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
�

至
守
谷
市

至 

守
谷
市

至
常
総
市

至 

常
総
市

絹の台
集会所
絹の台
集会所

絹の台桜公園

県
道
水
海
道
・
取
手
線 中島商店

谷和原公民館
　十和分館
谷和原公民館
　十和分館

十和小

至 常総市至 常総市

至 取手市至 取手市

中
通
川

真木ライスセンター

真木新農村
集落センター
真木新農村
集落センター

至 日川

コスモ石油
塚本商事

主要県道つくば・野田線

至 

市
役
所

 
 
 
 

谷
和
原
庁
舎

至 

市
役
所

 
 
 
 

谷
和
原
庁
舎

至 

つ
く
ば
市

国道 354 号

福岡郵便局

谷和原公民館
　福岡分館
谷和原公民館
　福岡分館

ミニストップ

至
つ
く
ば
市

至 

つ
く
ば
市

至 

つ
く
ば
市

至
常
総
市

至 

常
総
市

至 

常
総
市

市
役
所
谷
和
原
庁
舎

谷和原保健
福祉センター
谷和原保健
福祉センター

谷和原
公民館

谷原小

谷和原中 ぬくもり荘

郵
便
局

主要地方道つくば・野田線

コスモス

河内屋商店

下小目公民館

谷原大橋

小
貝
川

Ｔ
Ｘ
み
ら
い
平
駅

谷和原公民館
谷原分館
谷和原公民館
谷原分館
※坂道の途中に入口があり
　ます。わかりづらいので
　ご注意ください。

至 

市
役
所

　
　

谷
和
原
庁
舎

至 

つ
く
ば
市

光明院

へアーサロン
　コウヅマ

とりせん

丸井加工（株）

至 小絹駅

至 守谷市
（ＴＸ総合基地方面）

古
箸
営
農

研
修
セ
ン
タ
�

古
箸
営
農

研
修
セ
ン
タ
�

タカナシ洋品店

みらい平地区の投票区は次のとおりです。
投票区名 該当する地区 投票場所

小 張 投 票 区
陽光台２丁目・３丁目
紫峰ヶ丘４丁目・５丁目

小張小学校

谷原第３投票区
陽光台１丁目・４丁目
紫峰ヶ丘１丁目・２丁目・３丁目
富士見ヶ丘１丁目・２丁目・３丁目・４丁目

谷和原公民館谷原分館
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所得税の確定申告・
住民税（市県民税）の申告について

　所得税の確定申告および住民税（市県民税）の申告受け付けは、伊奈庁舎２階第１・２会議室および谷和原庁舎２階第１・
２会議室において下表の日程で行います。必ず申告されますようご協力をお願いします。なお、土・日曜日は閉庁日ですが、
2月24日、３月２日の日曜日に限り、申告の受け付けを行います。所得税の申告をした方は、住民税（市県民税）の申告をし

たものとみなされますので、申告の必要はありませんが、住民税（市県民税）については、無収入などでも被扶養者以外の
方は申告が必要です。
　また、給与所得の方で、年末調整の済んでいない方や、年金所得の方で、配偶者控除や扶養控除およびその他の控除を受
けられる方は、申告してください。
　詳しくは伊奈庁舎税務課までお問い合わせください。

谷和原庁舎２階第１・２会議室（午前９時～午後３時） 伊奈庁舎２階第1・２会議室（午前９時～午後３時）
対　　象　　地　　域 期　日 対　　象　　地　　域

小絹地区（収入が公的年金だけの方） ２月12日㈫ 谷井田地区（収入が公的年金だけの方）
十和・福岡地区（収入が公的年金だけの方） ２月13日㈬ 小張・三島地区（収入が公的年金だけの方）
谷原・みらい平地区（収入が公的年金だけの方） ２月14日㈭ 板橋・豊・東地区（収入が公的年金だけの方）

福岡 ２月18日㈪ 福原、上島、中島、下島１・２、戸茂、戸崎、
山王新田１・７期

台 ２月19日㈫ 伊丹、根柄、神住新田、山王新田第１・２、山王新田８期
南、中原、仁左衛門新田、坂野新田 ２月20日㈬ 城中、東栗山、足高、東栗山住宅
上長沼、下長沼、十和 ２月21日㈭ 門前、内町、古宿、西山、伊奈東１・２・３区
田村、押砂、真木、箕輪 ２月22日㈮ 高岡、上板橋、伊奈東４・５・６区
小絹地区、みらい平地区 ２月24日㈰ 板橋地区、豊地区、東地区
日川、北袋、樛木 ２月25日㈪ 狸穴、神生、南谷津、花田久保、上街道、松並

細代、杉下、寺畑 ２月26日㈫ 野堀、大和田、鎌田、塙、久保、東板橋、新山住宅、
平和台、大日前

小絹 ２月27日㈬ 五反田、関場、伊奈東3期、勘兵衛新田５・６期、秋葉
台１・２・３区

西ノ台、西ノ台南 ２月28日㈭ 秋葉山住宅、狸穴団地、狸穴みどり、ひまわり台

絹の台１・３丁目 ２月29日㈮ 新戸、新町、市野深、芦戸、親和、愛宕住宅、伊奈ヒルズ、
大池自治会

谷原地区、十和地区、福岡地区 ３月２日㈰ 谷井田地区、三島地区、小張地区
絹の台２・４・５・６・７丁目 ３月３日㈪ 奉社・下谷口、谷口、愛宕、上中宿、小島新田西
追分、古箸、下馬木 ３月４日㈫ 高波、下宿（小張）、小島新田東、高波住宅、出山住宅
内宿、馬場、平沼 ３月５日㈬ 福田、下宿（豊）、横町、宿、中宿、上宿、青木住宅１・２

古川、成瀬、宮戸 ３月６日㈭ 青古新田、青木、長渡呂、長渡呂新田、狸渕、弥柳第１・２、
中谷原住宅、長渡呂新田住宅、豊中央、下宿脇住宅

鬼長、川崎 ３月７日㈮ 上谷井田、下谷井田、外記新田住宅、谷井田北12・13区
谷井田南５区、第１・２・３結城ハイツ、第５グリーンコーポ

西丸山、上小目、下小目 ３月10日㈪ 外記新田、下平柳、谷井田２・４期、谷井田北２・３区
谷井田北10・11区

東楢戸、西楢戸、加藤 ３月11日㈫ 中平柳、上平柳、谷井田北７・９区、谷井田南６・７区
陽光台、紫峰ヶ丘、富士見ヶ丘 ３月12日㈬ 山谷、谷井田北４・５・６区、谷井田南１・２・３・４区

※３月13日㈭、14日㈮、17日㈪は予備日となっています。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課
　☎ 58 - 2111
（内線1132 ～ 1134）
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　譲渡取得（土地・建物・株式・先物取引・ゴルフ会員権などの売買）のある方、青色申告の方は土浦税務署で申
告をお願いします。（詳細は８ページに掲載しています。）
　市役所の開庁時刻は、午前８時30分ですので、受付札は、午前８時30分頃に受け付け場所（会議室前）に設置します。
それ以後にお越しくださるようお願いします。

　なお、申告窓口は混雑が予想されますので、なるべく日程表のとおりお越しくさだるようにご協力をお願いします。

■地震保険料控除が創設されました

　納税者が特定の損害保険契約等に係る地震等損害部分の保険料や掛金を支払った場合には、一定の金額の所得控除を受け

ることができます。これを地震保険料控除といいます。従来の損害保険料控除は廃止され、新たに創設された制度です。

　しかし、経過措置として下記の条件をすべて満たす場合は、長期損害保険も控除適用になります。

　●平成18年12月31日までに締結した契約（保険期間または共済期間の始期が平成19年１月１日以後のものは除く）
　●満期返戻金などのあるもので保険期間または共済期間が10年以上の契約
　●平成19年１月１日以後にその損害保険契約などの変更をしていないもの

地震保険料控除の控除額
加入している保険 所得税対象控除額 住民税（市県民税）対象控除額

地震保険に加入 支払った保険料
（最高50,000円）

支払った保険料の２分の１
　（最高25,000円）

長期損害保険に加入 これまでの計算方法と同じ
（最高15,000円）

これまでの計算方法と同じ
（最高10,000円）

長期損害保険と地震保険の２つの
保険に加入

それぞれの方法で計算した金額の合計額
（最高50,000円）

それぞれの方法で計算した金額の合計額
（最高25,000円）

１つの保険で長期損害保険と地震
保険が備わっている保険に加入

長期損害保険控除と地震保険控除のどち
らか選択

長期損害保険控除と地震保険控除のどちら
か選択

　申告の際、必要なもの
●印鑑（☆必ずお持ちください。）
●申告される方の預貯金口座番号（還付金の受取先）のわかるもの
●給与などの所得者は、源泉徴収票
●配偶者特別控除を受ける方は、配偶者の収入がわかるもの
　（源泉徴収票または賃金明細書など）
●営業などは、収支決算書およびこれに関する帳簿など
●外交員などは、源泉徴収票
●配当、不動産所得のあるときは、それに関する書類
●公共事業などにより譲渡があった場合は、「公共事業用資産の買い取りなどの証明書」
●出稼ぎ、パートの収入がある方は、源泉徴収票や賃金明細書（申告書裏面「給与所得」欄）
●国民健康保険税、年金、介護保険料、農業者年金などの掛金の各領収書
●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
●医療費がある場合は、領収書（事前に合計額を計算しておいてください。）
●生命保険、地震保険料（従前の長期損害保険料を含む）などの支払証明書（保険証書で
　はありません。）
●農業所得があるときは、完成した「収支内訳書」または「各月別の収支の状況」など

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課
　☎ 58 - 2111
（内線1132 ～ 1134）

　関東信越税理士会土浦支部では、次のとおり所得税の申告会場を開設します。（土・日・祝日除く）

開　設　期　間 会　場　所　在　地 相　談　対　象　な　ど

１月28日㈪～２月22日㈮
還付申告無料税務相談
　つくば市役所桜庁舎２階第２会議室（つくば市金田1979）

給与または年金所得者で、還付申告（中
途退職・医療費控除・住宅借入金等特別
控除など）をされる方
●受付時間　午前９時15分～ 11時
　　　　　　午後１時～３時

２月１日㈮～２月21日㈭
還付申告無料税務相談
　税理士会税務相談所（土浦市東真鍋町2‐5）

２月１日㈮～２月14日㈭
還付申告無料税務相談
　土浦税務署３号館会議室（土浦市城北町4‐15）

消費税の申告義務のある方
●受付時間　午前９時～午後３時
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土浦税務署からのお知らせ
　所得税・消費税の申告相談は２月18日㈪～３月31日㈪の間、税務署会議室（３号館）で行います。
（土・日・祝日は２月24日㈰、３月２日㈰のみ行いますが、当日の現金納付は取り扱いません。）

　・受付時間は午前９時～午後５時です。

　・所得税の申告期限は３月17日㈪まで
　　消費税の申告期限は３月31日㈪まで　になります。
　・駐車場が狭いので、車での来署はご遠慮ください。

給与所得者および年金所得者の還付申告説明会について
　確定申告期間中の申告会場は、大変混雑します。説明を聞きながら確定申告書が作成できますので、住宅借入金等特別控
　除を受けられる方はぜひこの説明会をご利用ください。

開催市町村 開　催　日 開　催　場　所
受  付  時  間  と  対  象  者

午前９時30分～ 10時 午後１時～１時30分

つくば市

２月４日㈪ 茎崎公民館２階大会議室
給与・年金所得のみの者で、還付申告（中途退職・
医療費控除）を受けられる方

２月５日㈫ 市民ホールやたべ２階第１会議室 年末調整済給与所得者で住宅借入金等特別控除を
受けられる方２月６日㈬ 桜庁舎４階第４会議室

つくばみらい市
２月７日㈭

谷和原公民館
年末調整済給与所得者で住宅借入金等特別控除
を受けられる方２月８日㈮

  還付申告の際にお持ちいただくもの

◎共通して必要なもの
　①平成19年分の給与所得や公的年金などの源泉徴収票（原本）
　②認印
　③申告される方の預貯金口座番号（還付金の受取先）のわかるもの

○医療費控除の申告をされる方
　①平成19年中に支払った医療費の領収書（事前に支払金額の集計をしておく）
　②保険金などで補てんされる金額のわかるもの

○住宅借入金等特別控除の申告をされる方
　①住民票の写し
　②家屋の登記簿謄（抄）本または登記事項証明書
　③請負契約書または売買契約書など、家屋の取得価額・増改築費用を明らかにできる書類（写し）
　④住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
　⑤敷地も同時購入の場合は、敷地の登記簿謄（抄）本または登記事項証明書および敷地の売買契約書など敷地の取得価額を
　　明らかにできる書類（写し）
　⑥増改築の場合は、上の①～⑤のほかに建築確認済証の写しまたは増改築等工事証明書

○年末調整を受けていない方や公的年金を受給している方
　①社会保険料（国民健康保険など）の支払金額がわかる書類（国民年金保険料の場合は、「社会保険料（国民年金保険料）　
　　控除証明書」の提示または添付が必要）
　②生命保険料、地震保険料（従前の長期損害保険料を含む）の所得控除証明書など

◆問い合わせ先
　土浦税務署個人課税部門
　（土浦市城北町4‐15）
　☎ 029 - 822 - 3516
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歳
～　

歳
の
方
を
対

象
と
し
た
特
定
健
診
が

始
ま
り
ま
す

40

74

▼受診券の送付元

40歳～ 74歳
18歳～ 39歳
75歳以上

つくばみらい市
国保加入者

つくばみらい市
つくばみらい市つくばみらい市

国保加入者以外
　加入している
　医療保険者

 

介
護
予
防
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
診
が
変
わ
り
ま
す

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
肺

が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
の
方
）・
前

立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳
以
上
の
男

性
）・
結
核
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
（
40
～
74
歳
で
今
ま
で
に
受
け

た
こ
と
の
無
い
方
）

　

右
記
の
検
診
は
、
平
成
20
年
度
も

特
定
健
診
や
基
本
健
康
診
査
と
同
時

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
医
療
保
険
者
に
関
係
な
く
、

18
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
受
診
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
検
診

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

◆問い合わせ先
　健診に関すること
　　健康増進課（谷和原保健福祉センター内）　
　　☎ 25 - 2100
　　伊奈庁舎国保年金課　☎58  - 2111（内線1187）
　介護予防スクリーニング検診に関すること
　　伊奈庁舎介護保険課　☎58  - 2111（内線1173）

平成20年４月から

健康診断の仕組みが変わります
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上水道および下水道 （取手地方広域下水道組合区域以外の公共下

水道、 農業集落排水、 コミニティ ・ プラント） 加入者のみなさまへ

　現在のつくばみらい市上水道事業は、伊奈事業・谷和原事業の2つの水道事業で運営されています。この２事業を平成20年

４月１日より事業統合し、「つくばみらい市水道事業」として運営することになりました。

　下水道事業は、旧伊奈町と旧谷和原村の農業集落排水事業の使用料金体系を統一し、公共下水道事業の使用料金体系も一部

改正して、同じ使用料金体系にすることになりました。

　これらにより、上水道および下水道の検針および料金算定方法などが下記のとおり変更されます。

現
　
行

旧伊奈地区
毎月検針

(検針期間：１日～７日)

旧谷和原地区
隔月検針

(検針期間：20日～月末)
谷原・福岡・陽光台・紫峰ヶ丘 奇数月検針
小絹・十和 偶数月検針

４
月
使
用
分
か
ら

市内全域が隔月検針となり、
検針期間が20日～月末になります。

旧伊奈地区 偶数月検針
のうち、陽光台・紫峰ヶ丘 奇数月検針

旧谷和原地区 奇数月検針

▼
【検針月】

【料金の算定方法】

現
　
行

上水道
旧伊奈地区

・毎月検針した検針水量により算定
　基本料金（口径別・月当り使用水量5㎥
　含む）＋　従量料金(使用水量)

上水道
旧谷和原地区

・隔月検針した検針水量により算定
　基本料金（二月当り使用水量20㎥含む）
　＋　従量料金(使用水量)

農集排
コミプラ
旧伊奈地区

・上水道検針水量を汚水排水量として算定
　基本料金（月当り汚水排水量10㎥含む）
　＋　従量料金(汚水排水量)

農集排
旧谷和原地区

１世帯当りの基本額＋人数割り

公共下水道
・上水道検針水量を汚水排水量として算定
　基本料金（二月当り汚水排水量20㎥含む）
　＋　従量料金(汚水排水量)

４
月
使
用
分
か
ら

上水道

隔月に検針した検針水量を２分の１し、検
針月の前月使用分と検針月の当月使用分に
振り分けてそれぞれ算定します。
　基本料金（口径別）
　　　　　　＋　従量料金（使用水量）

下水道

上水道の料金算定で振り分けられた使用水
量を汚水排水量として、検針月の前月使用
分と検針月の当月使用分をそれぞれ算定し
ます。一般住宅の方で、自家水を併用して
いる、または、自家水のみ使用している場
合は、世帯員１人当り６㎥の汚水を排水し
ているものとして算定します。
　基本料金＋従量料金(汚水排水量)

▼

【料金の請求と納期限】

現
　
行

上水道 旧伊奈地区 毎月請求、月末納期限
上水道 旧谷和原地区 隔月請求

谷原・福岡・陽光台・紫峰ヶ丘 偶数月請求、月末納期限
小絹・十和 奇数月請求、月末納期限

農集排、コミプラ　
旧伊奈地区

毎月請求、月末納期限

農集排　
旧谷和原地区

隔月請求
奇数月請求、月末納期限

公共下水道 隔月請求
谷原・福岡・陽光台・紫峰ヶ丘 偶数月請求、月末納期限
小絹 奇数月請求、月末納期限

４
月
使
用
分
か
ら

毎月請求となります。上水道使用料金と下水道使用料金
は別々に請求します。
現金納付の場合、検針月の前月使用分と検針月の当月使
用分のそれぞれの納付書をまとめて検針翌月に郵送（隔
月送付）します。それぞれの納付書の請求内容月の月末
が納期限になります。
口座振替の場合、毎月の月末に指定の口座より引き落と
しされます。納期限が金融機関の休業日の場合は、その
翌営業日となります。

▼

上水道 ・下水道のお知らせ
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■検針時期・料金納入期限のスケジュール
　平成20年４月から検針月および料金の算定方法などの変更にともない、次のように検針時期 ・料金納入期限などの調整が

あります。

・旧 伊 奈 地 区　３月に「定例（２月使用分）検針」と「調整（３月使用分）検針」を行います。

・旧谷和原（谷原・福岡）地区　変更に伴う調整はありません。

・ 旧谷和原（小絹・十和）地区　２月に「定例（１・２月使用分）検針」を行い、３月に「調整（３月使用分）検針」を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　このため、３月に「定例（１・２月使用分）請求」を行い、４月に「調整（３月使用分）請

　　　　　　　　　　　　　　　求」を行います。

平成20年２月から８月までの各地区のスケジュールは次のとおりです。

※新料金に変更後は、2枚の納付書（検針月の前月使用分と当月使用分）が同封されます。それぞれ納期限が記入されていますのでご注意ください。
　また、最初の納期限の時に、次の納期限の分を併せて納付することもできます。納期限内の納付にご協力お願いします。
※旧谷和原地区の農業集落排水使用料は、４月から「上水道の使用水量割り」に変更になることにともない、３月請求（世帯人数割）の２・３月使
　用分の後、　６月請求（使用水量割）の４月使用分までの４月と５月は請求がありません。



�2－広報つくばみらい１月号（No.22）－

上水道と下水道の料金は、それぞれで算定し、別々に請求されます。
　平成20年４月使用分からの上水道使用料金表および料金算定方法は、次のとおりです。

【上水道料金表】　

種別
口径
（mm）

基本料金
（円）

従量料金（円／㎥）

1～
5㎥

6 ～
10㎥

11 ～
20㎥

21 ～
30㎥

31 ～
50㎥

51㎥

以上

一
般
用

13 840

105 126 210 252 294 336

20 1,155

25 2,205

30 3,465

40 5,775

50 10,815

75 21,840

100 37,800

臨時用
1㎥
以下
525

1㎥につき525

【上水道料金算出例】

量水器口径20mm、
検針水量（２か月使用水量）が45㎥の場合

一月あたりの使用水量を算出する
　検針月の前月使用水量　23㎥
　検針月の当月使用水量　22㎥
　　（算出方法）　45㎥÷2＝22.5㎥

　　　　　　　　［端数は前月分へ加算する。］

検針月の翌月請求額（検針前月使用分）を算出する
　検針月の翌月請求額　5,166円　（23㎥）
　　（算出方法）　基 本 料 金  　  1,155円

　　　　　　　　従量料金(※)　4,011円

検針月の翌々月請求額（検針月使用分）を算出する
　検針月の翌々月請求額　4,914円　（22㎥）
　　（算出方法）　基本料金      　1,155円

　　　　　　　　従量料金(※)　3,759円

※従量料金算出方法
　　１ ～   ５㎥      105円  ×   ５㎥    ＝     525円
　　６ ～  10㎥  　126円  ×   ５㎥    ＝     630円
　　11 ～ 20㎥      210円  ×  10㎥    ＝  2,100円
　　21 ～ 30㎥      252円  ×   ３㎥    ＝　 756円
 　　　　　　　   （252円  ×   ２㎥    ＝　 504円）
　　　　　　　　23㎥/月　合計額 　＝  4,011円
                                 （22㎥/月　合計額 　＝  3,759円）

　平成20年４月使用分からの下水道（取手地方広域下水道組合区域以外の公共下水道、農業集落排水、コミニティ・プラント）
使用料金表および料金算定方法は次のとおりです。

（消費税込額）

【下水道料金表】

基本
料金

（円）　

従量料金（円／㎥）

１～
10㎥

11 ～
20㎥

21 ～
30㎥

31 ～
50㎥

51 ～
100㎥

101㎥
以上

525.0 73.5 136.5 147.0 157.5 168.0 178.5

一時使用 1㎥につき178.5（公共下水道のみ適用されます）

※合計額に１円未満の端数が発生した場合は切り捨てる

【下水道料金算出例】

　検針水量（２か月使用水量）が45㎥の場合

一月あたりの使用水量は上水道算出水量による
検針月の翌月請求額（検針前月使用分）を算出する
　検針翌月請求額　　3,066円　（23㎥）
　　（算出方法）　基 本 料 金　 　525円

　　　　　　　　従 量 料 金     2,541円

検針月の翌々月請求額（検針月使用分）を算出する
　 検針翌々月請求額　　2,919円　（22㎥）
 　　（算出方法）　基 本 料 金　　525円

  　　　　　　　  従 量 料 金     2,394円

［従量料金算出は上水道の方法を参考にしてください。］

（消費税込額）
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上水道加入分担金・給水工事申請などの手数料が改定されます。
　平成20年４月１日以降にかかる上水道加入分担金および給水工事申請などの手数料は、次のとおりです。

【上水道加入分担金】

量水器の口径 金額　（円）
13ミリメートル 210,000
20ミリメートル 315,000
25ミリメートル 577,500
30ミリメートル 840,000
40ミリメートル 1,260,000
50ミリメートル 1,785,000
75ミリメートル 3,360,000

100ミリメートル以上 市長が別に定める

種　　類 区　　　分 金額（円）

給水工事申請手数料
新設または
全面改造

一般住宅など 4,000
集合
住宅など

１棟につき 5,000
加算額１戸当たり 1,000

その他の工事 2,000
給水管等分岐手数料 既設管からの分岐 4,000
道路占用申請手数料 国道、県道の占用を要するもの 2,000
給水装置工事事業者指定手数料 5,000

【上水道給水工事申請等手数料】（消費税込額）

公共下水道受益者負担金、農業集落排水受益者分担金、コミニティ・プラント受
益者分担金および下水道工事申請等手数料の改定はありません。

かんたんな宅内漏水の調べ方

　上水道に接続されたご家庭の蛇口（宅内、宅外、給湯も含みます。）を全部止めても、量水器のパイロットマーク（銀のコマ）

が回っているときは、どこかで漏水しているおそれがあります。

　漏水は少ないようでも料金に大きく影響しますので、お早めに市指定給水装置工事事業者へ修理を依頼してください。

　（広報に水道漏水当番表を掲載しています）

　なお、水道メーター先から蛇口までの修理にかかる費用はご自身での負担となります。

検針にご協力ください

　検針が正しくスムーズにできるようご協力をお願いします。

　・メーターボックスのうえに物を置いたり、建築物などを設置しな

　　いでください。

　・メーターボックスの近くや出入り口付近に犬などをつながないで

　　ください。

　・メーターボックスの中に水や泥が入らないよう、清掃をお願いし

　　ます。

　・家の増改築などで、メーターボックスが床下や屋内になるときは、

　　屋外の検針をしやすい場所へ移してください。

パイロットマーク

◆問い合わせ先
　上水道に関すること
　　水道課（水道事業所）
　　　☎ 52 - 6100
　下水道に関すること
　　下水道課（小絹水処理センター内）
　　　☎ 52 - 3939
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保険料（年額）　　　　　　　　　定額　　　　　　　　　　　　所得に応じて計算
（１００円未満切捨て）＝　　３７，４６２円　　　＋　　　（総所得金額等－基礎控除33万円）×７．６０％

　平成20年４月１日から75歳以上の方（65歳以上の一定の障害を有する方で広域連合が認定した方を含みます）を対象とす

る後期高齢者医療制度が始まります。現在加入されている国民健康保険や被用者保険（※）などの医療保険から脱退して後期

高齢者医療制度へ加入することになるので、保険料の二重のご負担はありません。

※被用者保険とは、政府管掌健康保険、組合管掌健康保険、船員保険および共済組合などの公的医療保険の総称です。

◎保険料について

　後期高齢者医療制度の保険料率が平成19年11月29日開催の茨城県後期高齢者医療広域連合議会において決定されました。

　保険料は、介護保険と同様に個人ごとに算定し、定額の均等割と所得に応じて計算される所得割の合計となります。

　また、保険料率は県内一律となり、医療費の動向などを踏まえて２年ごとに見直されます。

　ただし、所得の低い方については、世帯の所得に応じて均等割の７割、５割、２割が軽減されます。また、今まで被用者保

険の被扶養者として保険料を負担していなかった方については、資格を得た月から２年間、保険料は均等割のみとなり、その

５割が軽減され、さらに平成20年度は次のような措置があります。

　・平成20年４月から９月までの半年間は、保険料をいただきません。

　・平成20年10月から平成21年３月までの半年間は、均等割の９割が軽減されます。

総所得金額等とは、「年金収入－公的年金控除」、「給与収入－給与所得控除」、「事業収入－必要経費」などで各種所得控

除前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式等の譲渡所得などで特別控除後の額）

も総所得金額等に含まれます。

◎保険料の納め方

　後期高齢者医療制度の保険料は、介護保険と同様に原則として年金からの天引きとなります（特別徴収）。

ただし、次の条件に該当する方は、お住まいの市町村からお送りする納付書により納めていただきます（普通徴収）。

　・年金の年額が18万円未満の方

　・後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が、年金額の２分の１を超える方

　・年度途中で後期高齢者医療制度に加入された方

◎保険料の具体例（いずれも収入が年金のみの場合）

（例１）単身世帯の場合 （例２）夫婦２人世帯の場合
夫（世帯主） 妻

年金収入 153万 168万 203万 300万 192万 135万
総所得金額等 33万 48万 83万 180万 72万 15万
所得割 0 11,400 38,000 111,720 29,640 0
均等割
（軽減の場合）

11,239
（７割軽減）

11,239
（７割軽減）

29,970
（２割軽減）

37,462
（軽減なし）

18,731
（５割軽減）

18,731
（５割軽減）

保険料（年額） 11,200 22,600 67,900 149,100 48,300 18,700

均等割 所得割

◆問い合わせ先
　茨城県後期高齢者医療広域連合
　☎ 029-309-1212（制度について）
　☎ 029-309-1213（保険料について）
　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111（内線1183）

後期高齢者医療制度の

 　　保険料のお知らせ

（単位：円）
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平成20年度

児童クラブ入級児募集

◆申込先
　小絹児童クラブ、谷原小学校児童クラブ、
　谷井田小学校児童クラブ、板橋小学校児童クラブ、
　豊小学校児童クラブ、伊奈庁舎児童福祉課

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎児童福祉課　☎ 58 - 2111 （内線１１６０）

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
な
ど
に
お
い
て
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

（
留
守
家
庭
）
の
児
童
を
対
象
に
、遊
び
を
中
心
と
し
た
保
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
，
留
守
家
庭
の
児
童

の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
小
学
校
１
～
３
年
生
ま
で
の
児
童

②
４
学
年
の
母
子
・
父
子
家
庭
の
児

　

童
③
夏
休
み
な
ど
の
期
間
の
み
入
級
を

　

希
望
す
る
４
学
年
の
児
童

※
介
護
や
出
産
に
よ
る
一
時
預
か
り

　

も
あ
り
ま
す
。

■
設
置
場
所
お
よ
び
募
集
人
員

・
小
絹
児
童
ク
ラ
ブ
（
ふ
れ
あ
い
セ

　

ン
タ
ー
）　
　
　
　

＝
85
人
程
度

・
谷
原
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
谷
原

　

小
学
校
）　
　
　
　

＝
25
人
程
度

・
谷
井
田
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
谷

　

井
田
小
学
校
）　
　

＝
30
人
程
度

・
板
橋
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
板
橋

　

小
学
校
）　
　
　
　

＝
60
人
程
度

・
豊
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
（
豊
小
学

　

校
）　
　
　
　
　
　

＝
30
人
程
度

■
入
級
決
定

　

３
月
中
旬
ま
で
に
通
知

■
開
級
日

　

毎
週
月
～
土
曜
日

■
実
施
時
間

・
平
日
＝
放
課
後
～
午
後
６
時

　
（
※
延
長
午
後
７
時
ま
で
）

・
学
校
休
業
日
＝
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
６
時

　
（
※
延
長
午
後
７
時
ま
で
）

■
閉
級
日

①
国
民
の
祝
日

②
夏
期
休
業
日（
８
月
13
日
～
16
日
）

③
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３

　

日
）

④
所
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
日

■
負
担
金

・
保
護
者
負
担
金
＝
月
額
4
千
円

・
お
や
つ
代
な
ど

　

伊
奈
地
区
＝
月
額
２
千
５
０
０
円

　

谷
和
原
地
区
＝
月
額
３
千
円

■
申
込
期
間

　

２
月
１
日
㈮
～
２
月
15
日
㈮

■
申
込
方
法

　

各
申
込
先
お
よ
び
各
市
立
幼
稚

園
・
保
育
所
に
備
え
付
け
の
「
児
童

ク
ラ
ブ
入
級
申
請
書
」（
勤
務
証
明

書
添
付
必
要
）
を
提
出

■
そ
の
他

　

夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
み

の
入
級
希
望
の
場
合
は
、 

申
請
書
の

「
入
級
を
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
の
名
称
」

欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
級
さ
れ

　

て
い
る
場
合
で
も
、
引
き
続
き
平

　

成
20
年
度
の
入
級
を
希
望
さ
れ
る

　

場
合
は
、
改
め
て
入
級
申
込
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
時　

頼
れ
る
あ
な
た
の

１
１
０
番

　

１
１
０
番
は
、
地
域
の
安
全
を
確

保
す
る
警
察
へ
の
緊
急
通
報
の
手
段

で
す
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
通
報

は
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
、
そ

の
構
成
比
は
過
去
10
年
間
で
約
３
倍

に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

※
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
と
き

　

は
…

▼
通
話
中
は
で
き
る
だ
け
場
所
を
移

　

動
し
な
い

▼
通
話
終
了
後
に
電
源
を
切
ら
な
い

▼
運
転
中
の
使
用
は
し
な
い

▼
電
柱
番
号
や
自
動
販
売
機
の
住
所

　

表
示
な
ど
を
活
用
す
る

　　

な
ど
に
注
意
し
、
警
察
官
の
質
問

に
あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
は
っ
き
り

と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然
防

止
、
そ
の
ほ
か
み
な
さ
ん
の
安
全
と

平
穏
に
関
す
る
相
談
で
、
緊
急
を
要

さ
な
い
電
話
は
＃
９
１
１
０
へ
お
か

け
く
だ
さ
い
。

『
安
心
の
警
察
相
談　

＃
９
１
１
０
』

◆
問
い
合
わ
せ
先　

常
総
警
察
署
地

域
課　

☎
22
‐
０
１
１
０
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新しい民生委員児童委員および

主任児童委員 が決まりました

　社会奉仕の精神を持って、社会福祉の増進に努める民生委員・児童委員、主任児

童委員の皆さんが平成19年12月1日に改選されました。

　民生委員・児童委員の方々は、厚生労働大臣から委嘱され、生活困窮者・高齢者・

児童・障害者などの援助を必要とする方の相談・援助にあたります。お困りなこと

がありましたら、お気軽にご相談ください。

◆民生委員児童委員◆

担当区域 氏　　名

小

張

上中宿・下宿・谷口 海
え

老
び

原
はら

廣
ひろ

美
み

愛宕住宅・小張東耕地・愛宕・陽

光台３丁目
大
おお

山
やま

 芳
よし

子
こ

新戸・新町・市野深・奉社下谷口・

芦戸
只
ただ

越
こし

苗
さな

江
え

高波住宅・出山住宅 橋
はし

本
もと

玲
れい

子
こ

高波・小島新田東・小島新田西の

一部・紫峰ヶ丘３丁目・４丁目の

一部・５丁目の一部

冨
とみ

山
やま

美
み ち こ

智 子

親和・小島新田西の一部・陽光台

２丁目・紫峰ヶ丘４丁目の一部・

５丁目の一部

前
まえ

田
だ

ゑ
え な こ

な 子

陽光台１丁目・4丁目の一部 江
え

尻
じり

啓
けい

子
こ

豊

青木・青木住宅第１・中谷原住宅・

青古新田・豊中央の一部
宮
みや

本
もと

 直
なお

子
こ

福田・狸渕・弥柳第１・弥柳第２・

長渡呂新田住宅
石
いし

引
びき

 弘
ひ ろ 　 こ

子

豊体・下宿脇住宅・豊中央の一部 小
お

倉
ぐら

　 均
ひとし

長渡呂・長渡呂新田・青木住宅第２・

豊中央の一部（長渡呂新田地先）
塚
つか

越
こし

 澄
すみ

子
こ

谷

井

田

下平柳 荒
あら

井
い

 文
ふみ

夫
お

南５区・南６区 井
い

草
ぐさ

き み 子
こ

北７区 近
こん

藤
どう

 紀
き よ

代

北３区・北４区 高
たか

村
むら

 諄
じゅん

二
じ

北13区・南４区の一部 土
つち

屋
や

 雅
まさ

子
こ

下谷井田・北２区 海
え

老
び

原
はら

久
ひさ

男
お

北11区・北12区 西
にし

村
むら

 ミ ツ 

担当区域 氏　　名

谷

井

田

南７区 宮
みや

島
じま

 孝
たか

明
あき

外記新田・南２区 宮
みや

本
もと

 美
み ち よ

千 代

北５区・北６区 八
や ぎ

木 惠
けい

子
こ

外記新田住宅・南１区 山
やま

口
ぐち

 和
かず

正
まさ

上谷井田・北９区・北１0区 結
ゆう

城
き

 秀
ひで

子
こ

２期・４期・南３区・南4区の一部 横
よこ

森
もり

 佳
よし

子
こ

山谷・上平柳・中平柳 吉
よし

田
だ

 一
かず

夫
お

三

島

福原・上島・中島・下島第1・下島第２ 中
なか

山
やま

て る 子
こ

伊丹・根柄・戸茂・戸崎 羽
は

田
た

　 勇
いさむ

山王新田１期・７期・８期・神住新田 尾
お

形
がた

 辰
たつ

彦
ひこ

山王新田第１・山王新田第２ 齊
さい

藤
とう

 利
とし

男
お

東
城中・東栗山住宅 酒

さか

井
い

 清
きよ

子
こ

東栗山・足高 冨
とみ

田
た

 由
ゆ

美
み

板

橋

上街道・上板橋の一部 青
あお

木
き

 邦
くに

彦
ひこ

五反田・関場・南谷津 飯
いい

島
じま

 滋
しげる

鎌田・塙・久保・東板橋・新山住宅 中
なか

山
やま

 治
おさむ

松葉台の一部・松並団地 石
いし

川
かわ

 喜
よし

久
ひさ

伊奈東１区・４区の一部・６区の一部 大
おお

貫
ぬき

 弘
ひろ

子
こ

伊奈東２区・３区の一部・６区の一部 片
かた

寄
よせ

 博
ひろ

子
こ

花田久保・野堀・大日前・武兵衛新田 井
い

波
なみ

ち よ の

伊奈東5区・６区の一部・４区の一部・３区の一部 白
しら

鳥
とり

 治
はる

代
よ

高岡 塚
つか

田
だ

 英
ひで

子
こ

（敬称略）

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎社会福祉課
　☎ 58 - 2111（内線1151）
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◆民生委員児童委員◆

担当区域 氏　　名

板

橋

松葉台の一部・伊奈ヒルズ 中
なか

島
じま

 完
たもつ

大和田・狸穴・秋葉山住宅 中
なか

島
じま

 良
りょう　いち

一

狸穴ひまわり台・狸穴みどり 中
なか

村
むら

 秀
ひで

雄
お

門前・内町・古宿・西山 原
はら

信
し

田
だ

久
ひさ

子
こ

平和台・神生 張
はり

谷
がい

 和
かず

男
お

伊奈東３期・勘兵衛新田住宅５期・

６期・上板橋の一部
三
み

上
かみ

 洋
よう

子
こ

狸穴団地 御
み

手
た

洗
らい

博
ひろ

美
み

小

絹

細代・寺畑 堀
ほり

越
こし

 照
てる

江
え

杉下・西ノ台・西ノ台南 前
まえ

田
だ

千
ち と こ

人 子

小絹（上東・上西・浅間） 初
はつ

澤
ざわ

 正
まさ

子
こ

小絹（下東・下西・駅前・ＮＴ） 野
の

本
もと

美
み

代
よ

子
こ

筒戸（内宿・追分・下馬木・古箸） 染
そめ

谷
や

つ や 子
こ

筒戸（馬場・御出子）・平沼 野
の

村
むら

 俊
とし

光
みつ

絹の台１丁目・２丁目 友
とも

森
もり

　 美
よし

子
こ

絹の台３丁目 八
や

木
ぎ

岡
おか

道
みち

孝
たか

絹の台４丁目・５丁目 猿
さる

山
やま

　 功
いさお

絹の台６丁目 大
だい　ぼ　き　み　ひこ

保 公 比 己

担当区域 氏　　名

谷

原

東楢戸・西楢戸・紫峰ヶ丘１丁目・

２丁目・陽光台４丁目の一部
岡
おか

本
もと

冨
ふ

美
み

枝
え

西丸山・古川・成瀬・加藤 飯
いい

田
だ

 悦
えつ

子
こ

川崎・宮戸 豊
とよ

島
しま

庄
しょう

太
た

郎
ろう

下小目 伊
い

東
とう

勝
かつ

男
お

鬼長・上小目・新田正角 中
なか

村
むら

 殷
しげ

章
あき

十

和

下長沼・上長沼 廣
ひろ

瀬
せ

美
み

枝
え

子
こ

日川・真木・田村・富士見ヶ丘１

～４丁目
細
ほそ

田
だ

 良
よし

政
まさ

押砂・樛木・箕輪・十和・北袋 羽
は た

田 　 誠
まこと

福

岡

福岡（根新田・中曽根・水門）・仁

左衛門新田
中
なか

島
じま

 和
かず

子
こ

福　岡（寺町・共和・花輪・戸崎） 中
なか

島
じま

 正
まさ

美
み

台・北山 関
せき

　 　 豊
ゆたか

南・中原・坂野新田 高
たか

津
つ

 芳
よし

夫
お

（敬称略）

◆主任児童委員◆

担当区域 氏　　名

板橋地区 鈴
すず

木
き

 利
とし

一
いち

小張地区・豊地区・三島地区・東地区 鴻
こうの

巣
す

 義
よし

夫
お

谷井田地区 間
ま

宮
みや

 正
まさ

孝
たか

谷和原地区 吉
よし

田
だ

 静
しず

江
え

谷和原地区 飯
いい

泉
ずみ

 明
あき

子
こ

（敬称略）

　なお、今回13人の方々が退任されました。

　長い間、地域福祉の向上のためにご尽力をいただきありがとうございました。

・民生委員児童委員　　　　　

　林
はやし

　三
み つ お

雄（小張）、飯
いい

田
だ

　久
ひさ

江
え

（青木）、幸
こう

田
た

　壽
ひさ

雄
お

（豊体）、小
こ

嶋
じま

　三
み

千
ち

子
こ

（長渡呂新田）、直
なお

井
い

　恒
つね

朗
ろう

（谷井田）、

　青
あお

木
き

　ひさ江
え

（下島）、　糸
いと

賀
が

　利
とし

勝
かづ

（伊丹）、尾
お

形
がた

　文
ふみ

子
こ

（山王新田）、飯
いい

塚
つか

　隣
りん

造
ぞう

（南太田）、篠
しの

塚
つか

　孝
たか

明
あき

（野堀）、

　鈴
すず

木
き

　芳
よし

雄
お

（平沼）、飯
いい

田
た

　庸
いさお

（日川）

・主任児童委員　矢
や

沢
ざわ

　弓
ゆみ

子
こ

（谷井田地区）

（敬称略）
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◇
共
済
期
間
◇

　

４
月
1
日
～
翌
年
3
月
31
日

◇
加
入
で
き
る
方
◇

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
が
加
入

で
き
ま
す
。

◇
会　

費
◇

・
大
人　

９
０
０
円　

・
中
学
生
以
下
（
４
月
１
日
現
在
） 

　

５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
の
加
入
補
助
は
あ
り

　

ま
せ
ん
の
で
、
各
家
庭
に
お
い
て

　

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
見
舞
金
の
請
求
期
間
◇

　

平
成
18
年
度
か
ら
見
舞
金
の
請
求

期
間
が
、
そ
れ
ま
で
事
故
の
翌
日
か

ら
１
年
以
内
で
し
た
が
、
2
年
以
内

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
申
込
方
法
◇

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
り
、
加
入
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
（
3
連

式
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
市
役
所
へ
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県
民
の
方
が
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け

た
場
合
の
共
済
制
度
で
す
。

　

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
込
書
は
、
２
月
末
ま
で
に
各
ご
家
庭
に

郵
送
で
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

●
申
込
先

・
３
月
31
日
ま
で

　

伊
奈
庁
舎      

生
活
環
境
課

　

谷
和
原
庁
舎 　

市
民
窓
口
課

　
　
　
　
　

・
４
月
１
日
以
降

　

谷
和
原
庁
舎　

生
活
環
境
課

　

伊
奈
庁
舎     

市
民
窓
口
課

※
4
月
1
日
か
ら
は
生
活
環
境
課
は 

　

谷
和
原
庁
舎
に
移
る
予
定
で
す
。

　

３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
忘
れ

て
し
ま
っ
て
も
、
い
つ
で
も
加
入
で

き
ま
す
が
、
共
済
期
間
は
申
込
の
翌

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
行
政
協
力
員（
区
長
）

ま
た
は
班
長
が
取
り
ま
と
め
の
上
、

領
収
印
を
押
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
直
接
市
役

所
へ
申
し
込
む
方
法
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

近
所
な
ど
に
お
知
り
合
い
の
市
役
所

職
員
が
い
ま
し
た
ら
、
申
込
書
（
３

連
式
）
に
会
費
を
添
え
て
預
け
て
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◇
そ
の
他
◇

　

郵
送
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
２
月

８
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⇒

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課　
　☎58－2111（内線1121）

平成20年度

県民交通災害共済のご案内

たこあげ大会参加者募集のお知らせ
●日時　２月10日㈰
　　　　午前10時30分～午後１時30分
　　　　　　※雨天などの場合は、２月17日㈰に延期

●会場　市総合運動公園（多目的広場）

●参加資格　どなたでも参加自由（「たこ」は自作・市販は問いませんが、
　　　　　　審査の対象となるのは、自作の「たこ」だけです。）

☆参加者全員に参加賞をプレゼント！☆
　各部門でたくさんの賞を用意しています。各賞の対象は自作「たこ」
のみです。
　また、当日会場では、あたたかいものの無料サービスおよび「日本の
凧
たこ

の会」のみなさんによる「たこあげデモンストレーション」が行われ
ます。
　多くの方々の参加をお待ちしています。

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎産業政策課
　☎ 58 - 2111（内線8141、8142）
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ど
こ
に
、
ど
ん
な
ご
み
が　

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

ポ
イ
捨
て
で
多
い
ご
み
は
、
タ
バ

コ
の
す
い
が
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

あ
き
缶
、
レ
ジ
袋
、
雑
誌
な
ど
で
す
。

ま
た
不
要
と
な
っ
た
家
電･
家
具
が
、

道
ば
た
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
川

岸
に
も
こ
れ
ら
の
ご
み
が
大
量
に
漂

着
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
ポ
イ
捨
て
を
す
る
の

か
、
ポ
イ
捨
て
す
る
人
の
気

持
ち
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う

①
歩
行
喫
煙
す
る
人
は
電
車
の
駅
構

　

内
や
バ
ス
内
は
禁
煙
な
の
で
、
乗

　

る
前
に
ポ
イ
捨
て
を
す
る
。

②
飲
み
な
が
ら
歩
く
人
は
、
飲
み
終

　

わ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
容
器
を
持

　

ち
歩
き
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

　

か
ら
、
目
立
た
な
い
場
所
に
隠
す

　

よ
う
に
置
く
。

③
車
道
の
交
差
点
周
辺
な
ど
、
す
で

　

11
月
25
日
の
市
内
一
斉
清
掃
の
際
は
、
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ど
う
す
れ
ば
ポ
イ
捨
て
が
減
る
か
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。　

　

駅
や
バ
ス
停
の
近
く
で
は
、
飲
み
終
わ
っ
た
缶
な
ど
が
無
造
作
に
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
た
り
（
置
き
捨
て
）、
人
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
（
歩

道
橋
の
下
、植
え
込
み
の
す
み
な
ど
）
で
も
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
ま
す
（
隠

し
捨
て
）。
駅
前
や
交
差
点
な
ど
で
は
、
歩
行
者
が
す
い
が
ら
や
ガ
ム
な

ど
を
道
ば
た
に
捨
て
る
こ
と
も
多
く
、
最
近
大
都
市
で
は
、
ポ
イ
捨
て
を

減
ら
す
た
め
の
条
例
を
整
備
す
る
自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

に
ご
み
の
あ
る
と
こ
ろ
で
多
く
見

　

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
捨
て
る
人
に

　

は
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
後
ろ
め
た

　

い
気
持
ち
が
な
く
な
り
、「
あ
る
種

　

の
安
心
感
」
か
ら
捨
て
る
。

ポ
イ
捨
て
を
減
ら
す
ポ
イ
ン

ト
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
？

　

環
境
浄
化
運
動
の
徹
底
を
合
言
葉

に
、
ま
た
い
つ
も
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
に
、
ポ
イ
捨
て
す
る
人

に
は
声
を
掛
け
る
こ
と
で
反
省
を
促

し
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
ん
だ
と
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
中
央
区
の
『
銀
座
通
り
商

店
街
』
で
す
。「
銀
座
」
と
「
つ
く
ば

み
ら
い
」
は
違
う
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
い
つ
も
清
掃
を
し

て
環
境
を
き
れ
い
に
保
つ
」「
地
域

ぐ
る
み
で
活
動
を
す
る
」
と
い
う
こ

と
は
予
防
対
策
の
上
で
と
て
も
有
効

な
こ
と
で
、全
国
共
通
の
課
題
で
す
。

　

銀
座
が
世
界
的
に
も
有
名
な
清
潔

で
き
れ
い
な
街
で
す
の
で
、
参
考
に

し
た
い
で
す
ね
。

最
後
に
…

　

ポ
イ
捨
て
は
、
み
ん
な
の
努
力
で

減
ら
す
こ
と
の
で
き
る
問
題
で
す
。 

　

先
日
の
一
斉
清
掃
は
そ
う
い
う
意

味
で
も
と
て
も
有
意
義
な
活
動
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
ほ
ん
の
少
し
の
気

づ
か
い
で
、
前
向
き
に
ポ
イ
捨
て
を

解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
の
一
斉
清
掃
に
も
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課　
　☎58－2111（内線1121）

◎ご意見、ご要望はこちらへ
　お寄せください。

一斉清掃への
ご協力ありがとうございました

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
デ
ー
を
開
催

　

平
成
19
年
11
月
23
日
、
秋
晴
れ
の

中
、約
３
千
人
の
方
々
が
参
加
し
て
、

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
・
常
総
運
動
公

園
・
白
寿
荘
に
お
い
て
、
第
１
回
常

総
環
境
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
、
な
か
で
も
環
境
セ

ン
タ
ー
の
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
作

り
」「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
作
り
」

「
カ
レ
ッ
ト
絵
」
で
は
、
多
く
の
方

が
参
加
し
、
ご
み
が
生
ま
れ
変
わ
る

楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
デ
ー
に
先
立
っ

て
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催
し
た

開
会
式
で
は
、
今
後
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
や
資
源
化
を
推
進
し
て
い

く
た
め
「
ご
み
減
量
化
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市
の
目
指
す
方
向

を
明
ら
か
に
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
計
画
の
素
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
に
住
所
が
あ

　

る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
に
事
務
所
ま

　

た
は
事
業
所
が
あ
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
事
務
所
ま

　

た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
学
校
に
在

　

学
し
て
い
る
方

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
対
し
て
納
税

　

義
務
が
あ
る
方

◆
意
見
募
集
期
間　

　

1
月
17
日
㈭
～
２
月
６
日
㈬

◆
素
案
の
閲
覧

　

男
女
共
同
参
画
計
画
素
案
は
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
閲
覧
期
間
は
、
意
見
募
集
期
間
と

同
じ
期
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

▼
伊
奈
庁
舎　

秘
書
広
聴
課

▼
谷
和
原
庁
舎　

市
民
窓
口
課

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.tsukubam

irai
.lg.jp/

◆
意
見
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
意
見

提
出
用
紙
を
伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴

課
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
素
案
の
閲
覧
場
所
に
直
接

持
参
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

（
意
見
提
出
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1201 ～ 1203）
　FAX 58- 5611
　〒300-2395　つくばみらい市福田195
　e-mail： h01-koutyou@city.tsukubamirai.lg.jp　

　

都
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
都
市
計

画
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画
決
定
を
行
う
前
に
、
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
案
に
対
し
て
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
縦
覧
期
間
中
に
茨
城
県
知
事

あ
て
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
開

催
さ
れ
る
茨
城
県
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
審
議
の
際
に
考
慮
さ
れ
ま
す
。

■
縦
覧
対
象
の
都
市
計
画
内
容

①
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

の
変
更　

②
都
市
計
画
道
路
の
変
更

■
縦
覧
期
間　

　

２
月
４
日
㈪
～
２
月
18
日
㈪　
　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除

　

く
）

■
縦
覧
場
所

▼
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

　

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
５
９
２

▼
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課　

　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
６
１
）

※
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

の
案
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
土
木

　

部
都
市
局
都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

▼
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画

　

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.ib
araki.

jp/bukyoku/doboku/01class/
class09/

■
意
見
書
の
提
出
方
法

　

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間

中
に
、
茨
城
県
知
事
あ
て
に
、
意
見

書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
月
18
日
ま
で
に
必
着
）

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

茨
城
県
知
事　

橋
本
昌
（
茨
城
県
土

木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
５
９
２

つ
く
ば
み
ら
い
都
市
計
画
区
域

　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

市男女共同参画計画（素案）に関する

意見を募集します！
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わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
・
学
年
の
垣
根
を
越
え
、

友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。　

飯
ご
う
炊
さ
ん
を
し
よ
う　

―

お
に
ぎ
り
と

　
　
　

と
ん
汁
を
作
ろ
う―

　

平
成
19
年
12
月
１
日
・
15
日
に
、

谷
和
原
公
民
館
で
「
飯
ご
う
炊
さ
ん

を
し
よ
う
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
で
長
年
活
動
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
行
っ
た
今
回
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
、
市
内
の
小
学
生

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
使
用
し
た
お
米
は
、
茨
城
み

な
み
農
業
協
同
組
合
か
ら
地
元
ブ

ラ
ン
ド
の
「
宇
宙
米
」
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
宇
宙
米
」
は

人
工
衛
星
か
ら
稲
の
生
育
状
況
を
確

認
し
、
丁
寧
に
育
て
た
お
米
で
あ
る

と
い
う
説
明
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

は
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
班
ご
と
に
分
か
れ
て
活

動
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
米

を
研
い
だ
り
、
水
加
減
に
気
を
つ
け

た
り
、
ま
た
、
薪
に
火
を
つ
け
た
り

と
、
初
め
て
の
こ
と
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
熱
心
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
を
お
に
ぎ
り

に
す
る
際
に
は
、
な
か
な
か
三
角
に

は
な
ら
ず
、
丸
や
俵
型
な
ど
個
性
豊

　
　

板
橋
小
４
年　

原は
ら
だ田　

茉ま

り

あ
梨
亜

　

私
が
今
日
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、野
菜
を
切
っ
た
こ
と
で
す
。

私
は
、
野
菜
を
切
る
係
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
か
ら
見
た
ら
、
あ
ん
ま

り
上
手
に
切
れ
た
と
は
思
わ
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
自
分
な
り
に
は

う
ま
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
お
に
ぎ
り
や
と
ん
汁
も
と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
機
会

が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
で
す
。

　
　
　

谷
原
小
５
年　

寺て
ら
だ田　

圭け
い
す
け佑

　

今
日
は
、
ご
飯
や
と
ん
汁
を
作
っ

た
り
し
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
小
学
校
の
人
と
友
達
に
な

れ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
。
と
て

も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 （

敬
称
略
）

生涯学習講座

か
な
お
に
ぎ
り
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
暖
か
な
小
春
日
和
の
中
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
と
と
ん
汁

の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
完
食
し
ま
し
た
。

火おこしは大変でしたとん汁作り

おにぎりをにぎりましたマシュマロを焼いて食べました

自分たちで作ったおにぎりととん汁はおいしかったです片付けも頑張りました
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図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
　２月４日㈪、11日㈪、
   18日㈪、25日㈪、29日㈮

読み聞かせ会（虹の会）
　２月９日㈯
　　午後２時～
　　小学生まで

おはなし会
 　２月23日㈯

　　午後２時～
　　３歳～７歳くらい

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

…蔵書点検の報告…
　休館中、大変ご不便をおかけしましたが、今年度も無事、点検作業が終了しました。

今回の蔵書点検で行方がわからない資料は　１，３２０点でした。

　みなさんのご自宅に、もし図書館にお返しいただいていない資料がありましたら、図書

館まですぐにお返しください。図書館が休館しているときには、外にある返却ポストをご

利用ください。

　行方のわからない資料のなかには、今では入手することが困難である、貴重な資料など

がありました。

　そこで、貸出処理をせずに、館外に資料が持ち出されるのを防ぐために、

大きなバッグなどを館内に持ち込むことはお断りすることになりました。
　荷物は、館内に設置されているロッカーをご利用ください。

　ご不便をおかけしますが、みなさまのご理解ご協力をお願いします。

閉
へ い

架
か

書庫資料について
　特別整理期間中に、開架書庫で横積みなどになっていた資料を整理して、閉架書庫に移

動させました。閉架書庫にある資料は、貸出も閲覧もできます。

　ご利用されるときは、カウンターの館員に声をかけてください。

　閉架書庫の資料を閲覧するときは、利用カードと引き換えに資料をお渡しします。おあ

ずかりした利用カードは、資料を返却いただいたときにお返しします。

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

12月のおはなし会
　サンタさんから、プレゼントをもらいました。

　12月のおはなし会では、次の本を紹介しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

▼紙芝居「クリスマス」　　　　瀬
せ な

名　恵
け い こ

子　作（教育画
が

劇
げき

）
▼「まどから　おくりもの」　　五

ご み

味　太
た ろ う

郎　文・絵（偕
かいせいしゃ

成社）　



2� －平成20年１月�7日発行－

市営住宅から暴力団員の排除立浪部屋が知事に表敬訪問

　平成19年11月16日に、市長と茨城みなみ農協関係者および

組合員の井
い

土
づち

正
まさ

義
よし

氏（写真中央右側）は、衛星リモートセンシ

ング技術を用いた宇宙米のＰＲのため橋本知事を表敬訪問しま

した。

　リモートセンシングとは、人工衛星に載せたセンサー（観測機）

を用いて、水稲の生育の様子を調査する技術です。

　その技術を利用し、米のタンパク含量を広範囲に調査し、栽

培技術に反映させることにより、タンパク含量の少ないお米を

作ることが可能となります。その結果、茨城みなみ農協管内の

お米はさらに良食味で高品質なお米に生まれ変わります。

　なお、宇宙米という名前の由来は、宇宙から人工衛星により

調査することから、この名前になりました。

　お米は、タンパク質の含量が低い方がおいしいとのことです。

宇宙米が誕生しました

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

　平成19年11月29日、常総警察署長と市長との間で、

「市営住宅における暴力団員排除に関する協定書」締

結の調印式が行われました。

　この協定書は、市営住宅からの暴力団員排除を目的

に、相互の情報交換や不法行為を受けるおそれがある

場合に警察から受ける支援などについて合意がなされ

たものです。

　平成19年12月４日、立浪部屋親方、市長、立浪部屋

関係者が橋本知事を表敬訪問しました。

　立浪部屋は、平成19年８月に東京両国からつくばみ

らい市に移転しています。

（写真は茨城新聞社より提供していただきました。）
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関
東
漁
業
協
同
組
合
（
写
真
右
）
で

は
平
成
19
年
12
月
７
日
に
稚
魚
（
フ
ナ

　

３
５
０
㎏
） 

、
小
貝
川
漁
業
協
同
組

合
（
写
真
左
）
で
は
14
日
に
稚
魚
（
フ

ナ　

２
０
０
㎏
）
を
水
産
資
源
保
護
の

た
め
小
貝
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

両
組
合
と
も
河
川
の
清
掃
や
環
境
保

護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

「きれいな川のため」　稚魚の放流

行
政
協
力
員
研
修
会
を
開
催

　

平
成
19
年
11
月
25
日
、伊
奈
公
民
館
に
お
い
て
、

市
と
区
長
会
の
共
催
に
よ
る
行
政
協
力
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
戸
地
方
検
察
庁
職
員
に
よ
る
「
裁

判
員
制
度
」
と
茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
職
員
に

よ
る
「
選
挙
運
動
」
と
題
し
た
２
つ
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
行
政
協
力
員
は
、
非
常
勤

特
別
職
の
公
務
員
で
あ
り
、公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

そ
の
地
位
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
２
月
３
日
の
市
議
会
議
員
選
挙

に
向
け
て
、「
選
挙
運
動
の
定
義
」「
選
挙
運
動
の

規
制
」
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

入賞おめでとうございます
　　　　　　　　　　　　　　　　  　（敬称略）

■つくろう料理コンテスト（学校給食振興大会）
　中学校の部　優良賞　

　　　　　　　　谷和原中２年　深
ふか

澤
ざわ

　歩
あ い

惟

■農業災害補償制度60周年記念書写
　茨城コンクール
　茨城県知事賞　谷和原中２年　園

そ の べ

部　弘
ひ ろ か

佳

「来年も挑戦したい」と深澤さん中学生の部で受賞した園部さん

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～
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谷和原給食センターが表彰

東京電力から防犯灯の寄贈 健康増進室利用者からの寄贈

やわらライオンズクラブが表彰

　平成19年12月１日、やわらライオンズクラブが常総・

つくばみらい地区交通安全大会において、茨城県警察本部

長ならびに同交通安全協会長の連名で交通安全功労団体と

して表彰されました。

　やわらライオンズクラブは、毎朝市内の小学校付近で交

通量の多い交差点に立ち、車の事故から児童や生徒を守っ

ています。また、横断旗や防犯ベルの寄贈など交通事故の

防止運動に率先して尽力してきました。その交通安全の功

績が認められ、感謝状が贈られました。

話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿いただいた情報が必ず
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。

　平成19年12月14日、谷和原学校給食センターが学校給食の

意義と役割を理解し、衛生管理の徹底や食に関する指導の充

実に努め、健康教育の推進に寄与したことが認められ、第39

回茨城県学校給食振興大会において、県教育長より表彰され

ました。

　飯
いい

沼
ぬま

　進
すすむ

さん（西ノ台）から谷和原保健福祉センター

の健康増進室に、健康づくり事業に役立ててほしいと大

型液晶テレビを寄贈してくださいました。

　飯沼さんは、「健康増進室に５年以上通っており、その

おかげで健康になったので、市になにかお返しをしたい

と思いました。」とのことです。

　善意のご寄贈ありがとうございました。

　東京電力株式会社竜ヶ崎支社から、市に地域協力活

動の一環として、防犯灯20基を寄贈してくださいまし

た。

　防犯灯は、市内の要望箇所などに設置する予定です。

　善意のご寄贈ありがとうございました。
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谷
井
田
小
で
地
球
温
暖

化
防
止
教
室
を
開
催

　

平
成
19
年
11
月
20
日
・
30
日
、
谷

井
田
小
学
校
に
お
い
て
清
流
会
の

占う
ら
べ部

さ
ん
が
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

の
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

占
部
さ
ん
の
紙
芝
居
や
ビ
デ
オ
に

よ
る
説
明
に
児
童
た
ち
は
真
剣
に
耳

を
傾
け
、「
自
然
を
大
切
に
し
た
い
」

「
電
気
を
大
切
に
使
う
」「
リ
サ
イ

ク
ル
を
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
の
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
自
宅
で
温

暖
化
に
つ
い
て
家
族
と
話
し
合
っ
た

児
童
も
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

珍
し
い
ヤ
マ
イ
モ
が

採
れ
ま
し
た

　写真は、池
いけざわ

沢　清
きよし

さん（谷井田）が山
やま

田
だ

清
せい

治
じ

さん（谷

井田）と一緒に山に行って、採ってきたヤマイモです。

　池沢さんは、長年ヤマイモを掘ってきましたが、ま

るでヘビを思わせるこのような形のものは初めてで、

とても驚かれたそうです。

　このヤマイモは、家の守り神として大切に保管した

いとのことです。

　

つくばみらい市ゲートボール選手権大会

●期日　平成19年11月23日

●結果　優　勝　グリーンズ

　　　　準優勝　青木

　　　　第３位　遊友

谷
原
小
で
人
権
教
室
を

開
催
し
ま
し
た　

　

平
成
19
年
12
月
５
日
、
谷
原
小
学

校
３
年
生
を
対
象
に
し
て
、
つ
く
ば

み
ら
い
市
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人

権
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
の
勉
強
」
と
題
し
、
い

じ
め
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ

鑑
賞
を
行
い
、
そ
の
あ
と
児
童
た
ち

は
積
極
的
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
、

相
手
の
こ
と
を
考
え
る
心
や
思
い
や

り
の
心
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～
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第２回
　つくばみらい市長杯
　　　　　　　剣道大会

部門 防具未装着 小学生低学年 小学生高学年 中学生女子 中学生男子 高校生女子 高校生男子

優　勝 蛭
ひる

田
た

　雄
まさ

樹
き

小絹少年剣道部
中
なかじま

島　理
り お

央
伊奈剣友会

鈴
すず

木
き

　啓
けいすけ

介
伊奈剣友会

加
か

茂
も

こずえ
茗渓中

関
せき

川
かわ

　　大
だい

伊奈東中
関
せき

川
かわ

友
ゆ

紀
き

恵
え

伊奈高
田
た な か

中　誠
まさ　や

也
伊奈高

準優勝 石
いしかわ

川　夢
ゆう

樹
き

伊奈剣友会
福

ふ く と

戸　悠
ゆ う た

太
小絹少年剣道部

福
ふく

戸
と

　彗
けい

太
た

小絹少年剣道部
八
や

幡
はた

　瑠
はる

菜
な

伊奈東中
吉
よし

田
だ

　　誠
まこと

小絹中
早
はや

坂
さか

　杏
あん

菜
な

伊奈高
石
いしつか

塚　達
たつ

也
や

伊奈高

第３位

小
こ

早
ばや

川
かわ

瑛
あき

子
こ

伊奈剣友会
前
まえしま

島　大
たい

将
し

伊奈剣友会
北
きた

泉
いずみ

　健
けん

太
た

伊奈剣友会
前
まえしま

島　神
かん

奈
な

伊奈中
岡
おか

田
だ

　直
なお

城
き

伊奈東中
田
た

中
なか

　麻
ま

未
み

伊奈高
川
かわ

上
かみ

　達
たつ

也
や

伊奈高

金
かなざわ

澤　拓
たく

真
ま

小絹少年剣道部
張

はり

替
がえ

　　錬
れん

福岡少年剣道部
飯
いいじま

島　詠
え み

海
伊奈剣友会

三
み

浦
うら

　容
よう

子
こ

伊奈東中
中

なか

島
じま

　　快
かい

伊奈東中
緑
みどり

川
かわ

　恵
え み

美
伊奈高

－

●期日　平成19年12月９日

●場所　青少年研修道場

（敬称略）

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

　

大
好
き
茨
城
県
民
会
議
主
催
の
第
35
回
花
と
緑
の

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
県
内
１
２
０
７
団
体
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
、
す

ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
地
域
・
団
体
・
学
校

を
表
彰
し
、
地
域
住
民
お
よ
び
児
童
生
徒
の
環
境
美

化
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
14
小
中
学
校
が
参

加
し
、環
境
美
化
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　

平
成
19
年
11
月
29
日
に
水
戸
市
の
常
陽
藝げ
い
ぶ
ん文
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
伊
奈
東
中
学
校
が

「
茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
県
南
地
区
の
地
方
審
査
で
は
、
伊
奈
東
中

学
校
が
「
最
優
秀
賞
」、
谷
原
小
学
校
が
「
優
秀
賞
」

に
輝
い
て
い
ま
す
。

伊奈東中学校の玄関前

広報つくばみらいのバックナンバーについて
ご希望の方は、伊奈庁舎秘書広聴課までお問い合わせください。
在庫があるものについてはお渡しできます。
また、市のホームページでもご覧になることができます。

防具未装着の部門　敢闘賞　高
たか

須
す

　俊
しゅん

輔
すけ

（小絹少年剣道部）、石
いし

島
じま

奈
な

々
な

子
こ

（福岡少年剣道部）
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

募

集

し

ま

す

つ
く
ば
み
ら
い
市

臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

　

市
で
は
、
次
の
職
種
の
臨
時
職
員

お
よ
び
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
も
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
受
験
資
格
時
の
年
齢

は
、平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

▼
申
込
先
＝
募
集
す
る
各
課

▼
申
込
期
間
＝
1
月
18
日
㈮
～
31
日

　

㈭　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
面
接
試
験
＝
申
込
受
付
終
了
後
、

　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

◎
臨
時
職
員

■
幼
稚
園

▼
募
集
職
種
＝
産
休
代
替
担
任
教
諭

　
（
資
格
取
得
者
お
よ
び
資
格
取
得

　

見
込
み
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て

　

園
児
の
保
育
に
あ
た
る

▼
募
集
人
員
＝
２
人

▼
受
験
資
格
＝
満
50
歳
以
下
の
方　

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分
（
時
間
外
勤
務
、
休

　

日
出
勤
な
ど
も
有
）

▼
勤
務
場
所
＝
わ
か
く
さ
幼
稚
園
ま

　

た
は
す
み
れ
幼
稚
園

▼
時
給
＝
９
８
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
１
）

■
水
道
課

▼
募
集
職
種
＝
一
般
事
務

▼
勤
務
内
容
＝
事
務
補
助
（
パ
ソ
コ

　

ン
の
で
き
る
方
）

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

 　
　
　

水
道
課
（
水
道
事
業
所
）

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
１
７
０
）

◎
嘱
託
職
員

■
総
務
課

▼
募
集
職
種
＝
庁
舎
間
シ
ャ
ト
ル
バ

　

ス
運
転
お
よ
び
事
務
補
助

▼
勤
務
内
容
＝
庁
舎
間
を
往
復
す
る

　

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
の
運
転
お
よ
び

　

郵
便
な
ど
の
事
務
（
仕
分
け
お
よ

　

び
集
計
、
発
送
）

▼
募
集
人
員
＝
２
人

▼
受
験
資
格

・
普
通
運
転
免
許
を
所
持
し
、
安
全

　

に
運
行
で
き
る
方

▼
勤
務
日
＝
週
２
日
ま
た
は
３
日　

　
（
市
役
所
閉
庁
日
を
除
く
月
曜
日

　

～
金
曜
日
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

申
問

申
問

▼
時
給
＝
８
９
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
総
務
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
１
）

■
保
育
所

▼
募
集
職
種

①
保
育
士
（
資
格
取
得
者
お
よ
び
資

　

格
取
得
見
込
者
）

②
短
時
間
保
育
士
（
資
格
取
得
者
お

　

よ
び
資
格
取
得
見
込
者
）

③
調
理
員
（
資
格
取
得
者
お
よ
び
資

　

格
取
得
見
込
者
）

▼
勤
務
内
容

①
児
童
の
保
育

②
児
童
の
延
長
保
育

③
調
理
お
よ
び
清
掃
業
務

▼
募
集
人
員

①
９
人

②
６
人

③
3
人

▼
受
験
資
格

①
満
50
歳
以
下
の
方

②
満
60
歳
以
下
の
方

③
満
55
歳
以
下
の
方

▼
勤
務
時
間

①
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時　
　

　
（
内
７
時
間
勤
務
・
時
間
外
勤
務

　

有
り
）

②
午
後
５
時
～
午
後
７
時
（
内
２
時

　

間
勤
務
）

③
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
内
７
時
間
勤
務
）

▼
雇
用
期
間
＝
①
～
③
と
も
平
成
20

　

年
４
月
１
日
～
平
成
21
年
３
月
31 

　

日

▼
勤
務
場
所
＝
①
～
③
と
も
保
育
所

▼
時
給

①
、
②
９
３
０
円
（
通
勤
手
当
有
）

③
８
９
０
円
（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
３
）

■
介
護
保
険
課

▼
募
集
職
種

①
保
健
師
お
よ
び
看
護
師
、
准
看
護

　

師
（
有
資
格
者
）

②
歯
科
衛
生
士
（
有
資
格
者
）

③
管
理
栄
養
士
（
有
資
格
者
）

▼
勤
務
内
容

①
検
診
問
診
な
ど
地
域
支
援
事
業
補
助

②
、
③
介
護
予
防
事
業
補
助

▼
募
集
人
員

①
、
②
２
人

③
１
人

▼
勤
務
日

①
年
26
回
程
度
（
土
・
日
含
む
）

②
月
１
・
２
回
程
度

③
年
４
回
程
度

▼
勤
務
時
間
＝
①
～
③
と
も
各
事
業

　

区
分
に
よ
る

▼
雇
用
期
間
＝
①
～
③
と
も
平
成
20

　

年
４
月
１
日
～
平
成
21
年
３
月
31

　

日
▼
日
額
＝
①
～
③
と
も
６
千
５
０
０

　

円
（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
介
護
保
険
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

■
健
康
増
進
課

▼
募
集
職
種
＝
管
理
栄
養
士
（
有
資 

申
問

申
問

申
問
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格
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
母
子
保
健
事
業
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
３
人

▼
受
験
資
格
＝
満
55
歳
以
下
の
方

▼
勤
務
日
＝
月
２
回
程
度

▼
勤
務
時
間
＝
各
事
業
区
分
に
よ
る

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
日
額
＝
６
千
５
０
０
円
（
通
勤
手

　

当
有
）

　
　
　

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
25
‐
２
１
０
０

■
産
業
政
策
課

▼
募
集
職
種
＝
消
費
生
活
相
談
員

▼
勤
務
内
容
＝
消
費
生
活
に
関
す
る

　

一
般
相
談
お
よ
び
苦
情
相
談
処
理

　

な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
事

　

務
に
関
す
る
こ
と

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
勤
務
日
＝
週
３
日

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

▼
受
験
資
格

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
付
与
す
る

　

消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格
を

　

有
す
る
者

・（
財
）
日
本
産
業
協
会
が
付
与
す

　

る
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

　

格
を
有
す
る
者

・（
財
）
日
本
消
費
者
協
会
が
付
与

　

す
る
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

の
資
格
を
有
す
る
者

・
右
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
以
上
の

　

知
識
お
よ
び
能
力
を
有
す
る
者

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
９
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
１
千
３
０
０
円
（
通
勤
手

　

当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
３
）

■
学
校
教
育
課（
学
校
用
務
員
な
ど
）

▼
募
集
職
種

①
学
校
用
務
員

②
小
・
中
学
校
給
食
準
備
員

▼
勤
務
内
容

①
施
設
内
外
の
清
掃
お
よ
び
給
食
準

　

備
な
ど

②
給
食
準
備
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
①
～
②
と
も
１
人

▼
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
内
５
時

　

間
勤
務
）

②
午
前
11
時
～
午
後
２
時
（
内
２
時

　

間
30
分
勤
務
）

▼
受
験
資
格
＝
①
～
②
と
も
満
55
歳

　

以
下
の
方

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
勤
務
場
所
＝
①
～
②
と
も
小
学
校

　

お
よ
び
中
学
校

▼
時
給
＝
①
～
②
と
も
８
４
０
円　

　
（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
１
）

■
幼
稚
園

▼
募
集
職
種
＝
担
任
教
諭
（
資
格
取

申
問

申
問

申
問

　

得
者
お
よ
び
資
格
取
得
見
込
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て

　

園
児
の
保
育
に
あ
た
る

▼
募
集
人
員
＝
３
人
程
度

▼
受
験
資
格
＝
満
50
歳
以
下
の
方

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分
（
時
間
外
勤
務
、
休

　

日
出
勤
な
ど
も
有
）

▼
勤
務
場
所
＝
幼
稚
園

▼
時
給
＝
９
８
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
１
）

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
職
種
＝
調
理
員

▼
勤
務
内
容
＝
給
食
調
理
作
業
お
よ

　

び
食
器
具
類
の
洗
浄
な
ど

▼
募
集
人
員
＝
４
人
程
度

▼
受
験
資
格
＝
満
55
歳
以
下
の
方

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
５

　

時
（
内
６
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
場
所
＝
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
ま
た
は
谷
和
原
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
８
９
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
１
）

申
問

申
問

障
害
者
を
対
象
と
し
た

市
嘱
託
職
員
募
集

　

市
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

を
図
る
た
め
、
次
の
職
種
に
つ
い
て

障
害
者
の
方
を
嘱
託
職
員
と
し
て
募

集
し
ま
す
。

■
市
民
窓
口
課

▼
募
集
職
種
＝
一
般
事
務

▼
勤
務
内
容
＝
窓
口
受
付
事
務

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
受
験
要
件
＝
自
力
で
歩
行
が
で
き
、 

　

か
つ
、
介
護
者
な
し
に
事
務
職
と

　

し
て
職
務
遂
行
が
可
能
な
方
で
、

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方
が
申
し
込

　

み
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

て
い
る
方

・
通
常
の
勤
務
時
間
（
原
則
と
し
て

　

週
40
時
間
、
１
日
８
時
間
）
に
対

　

応
で
き
る
方

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

～
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

　
　
　

伊
奈
庁
舎
人
事
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
０
）

申
問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）　
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申
問

募

集

し

ま

す

放
送
大
学
４
月

　
　
　
　

入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度
第

一
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

に
よ
る
授
業
と
面
接
授
業
を
受
け
て

単
位
を
修
得
す
る
通
信
制
の
大
学

で
、
教
養
学
部
と
大
学
院
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
教
養
学
部
が
、

４
年
間
以
上
在
学
し
て
学
士
の
習
得

を
目
指
す
全
科
履
修
生
、
希
望
す
る

科
目
を
１
年
間
学
ぶ
選
科
履
修
生
、

半
年
間
（
１
学
期
）
学
ぶ
科
目
履
修

生
で
す
。

　

大
学
院
は
修
士
選
科
生（
１
年
間
）

と
修
士
科
目
生
（
半
年
間
）
で
す
。

出
願
期
間
は
、
２
月
29
日
㈮
ま
で
。

無
試
験
で
す
。
希
望
者
に
は
募
集
要

項
（
願
書
）
を
無
料
で
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
電
話
、
は
が
き
な
ど

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

  

放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
８
３

〒
３
１
０
‐
０
０
５
６

水
戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１
（
茨
城
大

学
内
）

問

ご
参
加
く
だ
さ
い

手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の

　
　
　
　
　
　

作
品
展

　

市
内
の
小
中
学
校
少
人
数
学
級
や

特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
た

ち
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
て
、
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
５
日
㈫
～
12
日
㈫

・
火
～
土
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
９
時
（
12
日
は
午
後
２
時
ま

　

で
）

・
日
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

８
時

・
月
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

５
時
15
分

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン 

　

タ
ー

▼
内
容
＝
絵
画
、
習
字
、
手
芸
、
工

　

作
な
ど

　
  

つ
く
ば
み
ら
い
市
特
別
支
援
教

育
研
究
部
長　

沼ぬ
ま
じ
り尻（

小
張
小
教
頭
）

☎
58
‐
０
０
０
３

問Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
救
命
講

習
会
の
お
知
ら
せ

「
傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
、
大
切

な
命
を
救
え
る
の
は
、
そ
ば
に
居
合

わ
せ
た
あ
な
た
で
す
。」

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

全
国
平
均
で
６
分
か
か
り
ま
す
。
こ

の
間
に
適
切
な
救
命
手
当
て
を
施
す

こ
と
に
よ
り
救
命
率
が
向
上
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
命
を

救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
講

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
か
ら
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
救
命

手
当
て
の
内
容
が
一
部
改
正
と
な
り

ま
し
た
。
以
前
受
講
さ
れ
た
方
も
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

３
人
以
上
で
随
時
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
日
程
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～

　

正
午
（
受
付
・
午
前
８
時
45
分
）

▼
場
所
＝
伊
奈
公
民
館　

和
室

▼
定
員
＝
20
人
（
中
学
生
以
上
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
内
容
＝
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

　

動
体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど

▼
申
込
方
法
＝
消
防
署
窓
口
に
直
接

　

も
し
く
は
電
話
に
て
申
し
込
み

▼
そ
の
他
＝
受
講
料
は
無
料
。
軽
い

　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
の
参
加
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
警
防

係　

☎
58
‐
０
１
１
１

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
冬
の
祭
典
を
開
催

▼
日
時
＝
１
月
26
日
㈯　

午
前
10
時

　

～
午
後
３
時　

▼
集
合
場
所
＝
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ

　

ン
タ
ー
（
土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）

▼
内
容
＝
環
境
関
係
団
体
に
よ
る
テ

ン
ト
出
展
（
パ
ネ
ル
展
示
・
ク
イ
ズ
・ 

　

ゲ
ー
ム
な
ど
）、
霞
ヶ
浦
の
記
録

　

映
画
上
映
会
、
た
こ
あ
げ
、
餅
つ

　

き
、飲
食
コ
ー
ナ
ー（
試
食
・
販
売
）

▼
同
時
開
催
＝
企
画
展
「
霞
ヶ
浦
の

　

ご
み
」（
～
２
月
11
日
㈷
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
無
料
送
迎
バ
ス
＝
土
浦
駅
東
口
か

　

ら
30
分
に
１
本
程
度　

　

  

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
企

画
・
交
流
課

☎
0
２
９
‐
８
２
８
‐
０
９
６
１

http
://w

w
w

.kasum
igaura.

pref.ibaraki.jp/　

問女
性
の
た
め
の
創
業

　

支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

新
規
に
開
業
し
た
い
が
、
開
業
手

続
き
や
人
の
雇
い
入
れ
方
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
？
な
ど
、
開
業
に
必

要
な
知
識
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

創
業
を
お
考
え
の
方
や
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
１
月
26
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
～
５
時

　

２
月
２
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

　

４
時
30
分

▼
場
所
＝
つ
く
ば
研
究
支
援
セ
ン　

　

タ
ー　

研
修
室
Ｂ

　
（
つ
く
ば
市
千
現
２
‐
１
‐
６
）

▼
内
容
＝
創
業
事
例
の
紹
介
、
マ
ー

　

ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
販
売
戦
略
、

　

創
業
体
験
談
、
会
社
設
立
お
よ
び

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先
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雇
用
の
手
続
き
、
会
計
・
税
務
処

　

理
▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
茨
城
セ
ン
タ
ー
業
務
第
一
課

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
１
１
９
２

申
問

次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
「
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と
対
策
」

▼
内
容
＝
公
演
・
相
談
会

▼
日
時
＝
１
月
25
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
～
４
時
30
分

▼
場
所
＝
取
手
市
福
祉
交
流
セ
ン

　

タ
ー

▼
参
加
費
＝
資
料
代
５
０
０
円

②
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
発

　

射
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
話
」

▼
日
時
＝
１
月
26
日
㈯　

午
前
10
時

　

～
正
午

▼
場
所
＝
取
手
市
白
山
西
小
学
校

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

▼
定
員
＝
30
人

③
「
子
ど
も
文
字
遊
び
教
室
Ⅱ
」

▼
日
時
＝
２
月
16
日
㈯　

午
前
10
時

　

～
正
午

▼
場
所
＝
取
手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

　

ツ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

④
「
い
も
り
君
と
あ
そ
ぼ
う
！
最
終

　

回　
『
い
も
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ご

　

対
面
！
』」

▼
日
時
＝
２
月
23
日
㈯　

午
前
８
時

　

～
午
後
３
時

▼
場
所
＝
筑
波
大
学
大
学
院
生
命
環

　

境
化
学
科
研
究
室（
バ
ス
で
訪
問
）

▼
参
加
費
＝
１
千
５
０
０
円

⑤
「
白
川
静
・
文
字
文
学
講
座
Ⅲ

　

部
首
の
再
検
討
Ｎ
ｏ
．
２
」

▼
日
時
＝
３
月
15
日
㈯　

午
前
10
時

　

～
正
午

▼
場
所
＝
取
手
市
福
祉
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
予
定
）

▼
参
加
費
＝
一
千
円

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
７
‐
78
‐
１
３
６
２

申
問

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

　
　
　

初
心
者
講
習
会

　

カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ
ス
タ
ン
メ
ロ

デ
ィ
に
の
っ
て
体
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
3
月
１
日
㈯
～
10
月
18
日

　

㈯
（
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
）

　

午
後
０
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
（
小
絹

　

９
０
７
‐
１
）

※
無
料
体
験
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

２
月
２
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
主
催
＝
小
絹
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
エ

　

ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

  

松ま
つ
ざ
き崎　

☎
48
‐
２
２
１
５

　

  

大だ
い
ほ保　

☎
52
‐
４
７
８
６

　

  

古ふ
る
や谷　

☎
52
‐
３
０
８
８

※
電
話
は
午
後
６
時
～
8
時
の
み

問問問

第　

回
、
第　

回
犬
・

猫
里
親
の
会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。 

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

　

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み
集
積
所

　

な
ど
へ
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
２
月
３
日
㈰
、
３
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時　

※
雨
天
中
止

▼
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽
銀
行
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
付
近
）

　

  

占う
ら
べ部　

☎
58
‐
７
１
６
８

21

22

問
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
金
の
住
所
変
更
は

お
済
み
で
す
か

　

現
在
社
会
保
険
庁
で
は
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
を
送
付
す
る
た
め
に
順

次
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
住

所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
の
変

更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
、
次
の
手
続
き
先
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
＝
伊

　

奈
庁
舎
国
保
年
金
課

▼
厚
生
年
金
加
入
者
・
国
民
年
金
第

　

３
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年
金
加
入

　

者
の
方
の
お
勤
め
先
の
社
会
保
険

　

担
当
部
署

▼
年
金
受
給
者
＝
お
近
く
の
社
会
保

　

険
事
務
所

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
は
、
社

　

会
保
険
庁
が
把
握
し
て
い
る
加
入

　

記
録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
　

ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な
い

　

か
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂

　

正
が
な
い
場
合
に
は
同
封
の
「
確

　

認
は
が
き
」
を
、
訂
正
が
あ
る
場

　

合
に
は「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」

　

を
、
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

　

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

※
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
を

　

探
す
た
め
に
も
、
氏
名
が
変
わ
ら

　

れ
た
方
で
氏
名
変
更
の
お
届
け
が

　

な
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
変
更
の

　

届
出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

　

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

土
浦
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
２
９
‐
８
２
４
‐
７
１
６
９

　

  

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
２
）

問問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）　
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お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
校
新
入
学
児
童
に

対
す
る
入
学
祝
品
贈
呈

　

㈳
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
に
入
学
祝

品
（
学
用
品
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

該
当
児
童
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ひ
と

り
親
家
庭
で
、
祝
品
を
希
望
す
る
保

護
者
の
方
は
、
在
住
す
る
市
の
福
祉

事
務
所
ま
た
は
児
童
福
祉
課
へ
、
お

子
さ
ん
の
氏
名
、
性
別
、
保
護
者
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
１
月
31
日
㈭
ま

で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
６
３
）

　

  

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

申問第　

回
文
化
財

　
　
　
　
　

防
火
デ
ー

　

１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
日
（
昭
和
24
年
）
に
あ

た
り
、
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
文
化
財
を
火
災
、
震
災

か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化
財

防
火
運
動
を
展
開
し
、
文
化
財
愛
護

思
想
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

  

つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署

☎
58
‐
０
１
１
１

54
問

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

①
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要

　

で 

す

　

農
地
の
転
用
と
は
、
住
宅
・
資
材

置
場
・
駐
車
場
な
ど
、
農
地
以
外
の

用
途
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

　

農
地
は
、
皆
さ
ん
の
食
生
活
を
支

え
る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

無
断
で
転
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の

農
業
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り

ま
す
の
で
、
転
用
を
す
る
際
に
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
転
用
の
種
類

・
農
地
法
４
条
転
用
＝
農
地
所
有
者

　

自
ら
が
農
地
を
転
用
す
る
場
合

・
農
地
法
５
条
転
用
＝
農
地
所
有
者

　

以
外
の
者
が
、
農
地
所
有
者
か
ら

　

農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し

　

て
転
用
を
す
る
場
合

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用
は
、

　

農
業
委
員
会
へ
届
出
を
す
れ
ば
許

　

可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
用

　

行
為
は
必
ず
受
理
通
知
書
が
交
付

　

さ
れ
て
か
ら
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
転
用
の
受
付
期
間

・
許
可
申
請
（
市
街
化
調
整
区
域
）

　

の
受
付
期
間
は
、
毎
月
10
～
14
日

　

で
す
。

※
た
だ
し
、
締
切
最
終
日
が
土
・
日
・

　

祝
日
の
場
合
は
、
変
更
に
な
り
ま

　

す
。

・
届
出
（
市
街
化
区
域
）
の
受
付
は

　

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

②
農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

２
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
２
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
～
８
１
２
２
）

申
問

農
業
用
使
用
済

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
収
集

　

農
業
用
使
用
済
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を

適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
県
・
市
・

農
業
団
体
・
排
出
農
家
が
一
体
と

な
っ
て
経
費
を
負
担
し
、
農
業
用
使

用
済
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
収
集
を
実
施

し
ま
す
。

▼
収
集
対
象
物
＝
被
覆
用
ポ
リ
フ
ィ

　

ル
ム
・
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
・
園
芸

　

用
ポ
ッ
ト
・
園
芸
用
育
苗
ト
レ
イ
・

　

水
稲
育
苗
箱
・
マ
イ
カ
線
・
肥
料

　

袋
・
寒か
ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
な
ど

▼
収
集
日
＝
２
月
25
日
㈪　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
収
集
場
所
＝
茨
城
み
な
み
農
協
カ

　

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▼
農
家
負
担
金
＝
一
戸
当
た
り　

登

　

録
料
一
千
円(

今
年
度
農
ビ
回
収

　

を
行
っ
た
方
は
除
く)

・
処
理
料

　

一
千
５
０
０
円(

１
ｔ
未
満
）

▼
申
込
期
限
＝
２
月
22
日
㈮　
　
　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
の
際
は
印
鑑

　

と
負
担
金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
容
器
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
園

　

芸
用
連
結
ポ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー
ト
・

　

フ
ィ
ル
ム
留
め
具
・
ポ
リ
コ
ン
テ

　

ナ
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
２
）

申
問

家
ね
ず
み
駆
除
薬
剤

配
布
の
中
止
に
つ
い
て

　

例
年
、
実
施
し
て
き
た
家
ね
ず
み

の
駆
除
薬
剤
の
配
布
を
中
止
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
内
の
家
ね
ず
み
に

よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
公
衆

衛
生
の
改
善
を
図
る
事
業
と
し
て
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
を
達

成
し
た
と
判
断
し
ま
し
て
、
薬
剤
配

布
を
中
止
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
市
販
さ
れ
て
い
る
家
ね
ず

み
の
駆
除
薬
剤
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
２
１
・
１
１
２
３
）

問平
成　

年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
の
単
位
区
設

定
に
つ
い
て

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
20
年

10
月
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
行

い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
先

20

情
報
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･･･ 問い合わせ先
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甲
種
防
火
管
理
再
講
習

会
実
施
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
２
月
22
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
守
谷
消
防
署
２
階
会
議
室

　
（
守
谷
市
御
所
ヶ
丘
４
‐
１
‐
２
）

▼
受
講
対
象
者
＝
劇
場
、
飲
食
店
、

　

店
舗
、
ホ
テ
ル
、
病
院
な
ど
不
特

　

定
多
数
の
人
が
出
入
す
る
建
物

　
（
特
定
防
火
対
象
物
）
の
う
ち
、　

申
問

立
ち
、
平
成
20
年
２
月
１
日
現
在

で
単
位
区
設
定
を
行
い
ま
す
。

　

単
位
区
設
定
は
、
都
道
府
県
知

事
が
任
命
し
た
指
導
員
が
、「
住
宅
」

と
「
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す
る

建
物
」
の
数
な
ど
を
確
認
し
、住
宅
・

土
地
統
計
調
査
の
対
象
と
な
る
地

域
を
決
め
る
も
の
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
１
）

問取
手
地
方
広
域
下
水
道

組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
度
の
競
争
入
札
参
加
願

（
追
加
）
申
請
を
受
付
し
ま
す

　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
が
発

注
す
る
工
事
の
請
負
、
設
計
、
測
量

な
ど
の
業
務
委
託
、
物
品
・
役
務
の

提
供
、
そ
の
他
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
事
業
所
ま
た
は
個
人

は
、
次
の
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
な
ど
可
）

▼
提
出
書
類

・
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
一
式
（

　

詳
し
い
内
容
は
提
出
要
領
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。）

・
電
算
入
力
用
紙
（
取
手
地
方
広
域

　

下
水
道
組
合
指
定
様
式
）

※
提
出
要
領
、
申
請
書
、
電
算
入
力

　

用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
＝
２
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
８
日
消
印
有
効

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
受
付
場
所
＝
取
手
地
方
広
域
下
水

　

道
組
合　

３
階
会
議
室

○
登
録
済
み
市
内
建
設
業
者
様
へ
の

　

お
願
い

　

市
内
建
設
業
者
の
方
は
次
の
書
類

を
上
記
期
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
最
新
の
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写

　

し
・
工
事
経
歴
書
（
直
前
１
年
間
）

・
納
税
証
明
書

・
電
算
入
力
用
紙

・
技
術
職
員
名
簿

　
　
　

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

　

総
務
課

☎
０
２
９
７
‐
74
‐
４
１
２
５

〒
３
０
２
‐
８
５
５
８

取
手
市
小
文
間
１
７
３

http://business4.plala.or.jp/
t-gesui/

　

収
容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
で
甲

　

種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者　

　
（
甲
種
防
火
管
理
講
習
を
終
了
し

　

た
者
）
が
受
講
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
用
＝
一
人
一
千
５
０
０
円

　
（
常
総
地
方
防
火
協
会
加
入
事
業

　

所
は
一
千
２
０
０
円
）
※
受
講
費

　

用
の
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員
＝
50
人　

※
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り

▼
申
込
方
法
＝
受
講
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
受
講
費
用
な
ら

　

び
に
甲
種
防
火
管
理
受
講
修
了
証

　

の
写
し
を
添
え
て
直
接
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

　

不
可
）

　
　
　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部　

予
防
課

☎
23
‐
０
１
１
９

h
ttp

://w
w

w
.jyou

so-koiki.
or.jp/

伊
奈
高
校
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

①
平
成
20
年
度
か
ら
「
伊
奈
高
生　

　

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
を
始
め

　

ま
す

　

伊
奈
高
校
で
は
、
生
徒
の
学
力
向

上
と
進
路
希
望
実
現
を
目
的
と
し
て

こ
の
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
従
来
か
ら
の
充
実

し
た
授
業
と
課
外
に
加
え
て
、
大
学

生
に
よ
る
学
習
指
導
、
大
学
教
授
に

よ
る
臨
時
講
座
の
開
講
、
大
学
見
学

の
精
密
化
な
ど
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、

保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら

快
適
な
環
境
の
下
で
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

伊
奈
高
校
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
学
習
環
境
を
整
備
し
、

努
力
す
る
高
校
、
結
果
を
出
す
高
校

と
し
て
の
歩
み
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
平
成
20
年
度
伊
奈
高
校
推
薦
入
試

　

の
ご
案
内

　

伊
奈
高
校
で
は
、
定
員
２
４
０
人

の
30
％
（
72
人
）
以
内
を
推
薦
入
試
、

残
り
を
一
般
入
試
で
募
集
し
ま
す
。

　

推
薦
入
試
に
は
、
教
科
推
薦
と
部

活
動
推
薦
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

推
薦
入
試
で
は
学
力
検
査
を
行
わ

ず
、
中
学
校
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
推

薦
書
・
調
査
書
の
書
類
審
査
と
面
接
・

口
頭
試
問
・
小
論
文
の
結
果
を
資
料

と
し
て
、
合
否
を
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
。
推
薦
の
願
書
提
出
期
間
は
２

月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
で
す
。
詳
し

い
こ
と
は
、
伊
奈
高
校
ま
た
は
中
学

校
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

  

県
立
伊
奈
高
等
学
校

☎
58
‐
６
１
７
５

問

◇◆◇掲示板に書き込みを◇◆◇
　市のホームページに、「市民交流掲示板」
を設置しています。皆様の情報の交換の場
としてどうぞご利用ください。利用の際は、
ルールを必ず守ってください。

申
問
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保健だより
◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
（骨粗しょう症検診、婦人科
　検診の申し込みを除く）

■子宮がん・乳がん検診のお知らせ
●集団検診

検診日 会　場 申　込　期　間 検　診　内　容

２月16日㈯ 谷和原保健福祉センター １月 2 8日㈪ ～２月１日㈮
子宮がん検診：頸部細胞診
乳がん検診：超音波・マンモグラフィ
※年齢によって検診内容が変わります。

※健診内容・負担額については、市健康管理予定表をご覧ください。
※乳房の痛み・しこりなどの自覚症状のある方は、直接医療機関で受診してください。
●医療機関検診

　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行します。
　　※平成19年度から、筑波学園病院での子宮がん医療機関検診は、病院側の都合により実施できなくなりました。

★発行期間　２月29日㈮まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
★有効期間　発行日から２月29日㈮まで
★申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　※検診内容・登録医療機関・負担額については、健康増進課へお問い合わせください。

■骨粗しょう症検診のお知らせ
　「骨粗しょう症」は、長年の生活習慣などにより骨がスカスカになって弱くなる病気で、生活習慣病のひとつです。最

初は何の症状もありませんが、そのうち腰や背中が痛くなったり、曲がったりしてきます。ひどくなると骨折を起こし、

寝たきりの原因にもなります。

　骨は18歳ごろをピークにして、歳を重ねるごとにゆっくり減少していきます。骨量の減少が目立ってくるのは50歳ご

ろからですが、ダイエット・運動不足・薬の影響などで骨粗しょう症となる若い方も少なくありません。

　市では、ご自身の骨量を知っていただき、骨粗しょう症を予防していただくため、「骨粗しょう症検診」を実施します。

実施日 午前会場 午後会場 申込期間午前９時30分～ 午前10時30分～ 午後１時30分～ 午後２時30分～
２月22日㈮ 小絹コミュニティセンター 伊奈保健センター ２月４日㈪～２月８日㈮

●対象者　市内に住む18歳以上の方
●検診内容　かかとの骨に超音波をあて、骨量を測定します。
●負 担 額　500円

◆子宮がん・乳がん検診（集団検診）、骨粗しょう症検診申込方法◆

申 込 方 法：①申込受付専用電話　☎ 2
にっ

5
こり

 - 2
つく

9
ば

8
みらい

3
　　　　　　　②谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
申込受付時間：午前９時～午後５時
※上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始30分は、電話が集中し、大変かかりにくくなっています。ご了承ください。
※申し込み受け付けの際、「検診項目」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。
※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせていただきます。
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■未受診者健診のお知らせ　
　　　　　　～平成19年度健診未受診者の方へ～
　年に１回は健診を受け自分の身体のチェックをし、健康増進に努めていきましょう。

＜対象者＞
　18歳以上の方。

　ただし、次の方は対象外となります。

　①平成19年度に総合健診および基本健診を受診された方

　②平成19年度に職場などの健診を受診された方、これから受診予定の方

　③平成19年度に人間ドックを受診された方

　　　※受診券について

　　　　・平成18年度に市の健診を受診し、平成19年度未受診の方には２月上旬に受診券を郵送します。

　　　　・受診希望の方で、受診券が郵送されない場合はご連絡ください。

＜実施日程・会場＞

実　施　日
午前　受付時間 午後　受付時間

午前９時30分～ 11時 午後１時30分～３時

２月17日㈰ 会場：谷和原保健福祉センター

２月23日㈯ 　　　　　　　　　　　　　会場：伊奈保健センター

＜健診項目・対象者・負担額＞
健　診　項　目 対　　象　　者 負　担　額

基本健康診査 18歳以上 1,000円

結核検診 18歳以上 無　料

肺がん検診 40歳以上 無　料

大腸がん検診　　※１ 18歳以上 300円

前立腺がん検診　　※３            50歳以上男性で基本健康診査を受診される方 400円

肝炎ウイルス検診※２            40 ～ 74歳の方で今まで受けたことのない方 1,000円

介護予防スクリーニング検診※２※３            65歳以上の方で基本健康診査を受診される方 無　料

喀痰細胞診　　※１※３            40歳以上で肺がん検診を受診される方 600円
※１　健診当日容器を配布し、後日回収します。
　　　回収日時：2月17日分→２月21日午前９時～ 10時30分、２月23日分→２月28日午前９時～ 10時30分
※２　健診会場で「生活機能評価問診票」を記入していただきます。メガネの必要な方はご持参ください。
※３　前立腺がん検診、介護予防スクリーニング検診、喀痰細胞診は、単独では受けられません。

保健だより　健康増進課

■献血のお知らせ
　冬季は輸血用血液が不足しがちです。皆様のご協力をお願いします。

　期日＝２月１日㈮

〈午前の部〉時間：午前９時～正午

　　　　　　場所：伊奈保健センター

〈午後の部〉時間：午後１時30分～３時30分

　　　　　　場所：山野井精機株式会社（豊体）

◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
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２月保健カレンダー

１ 金

移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　場所：絹の台集会所
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

２ 土

マタニティ教室（予約制）　午前10時～正午
　場所：伊奈保健センター
成人歯科検診（予約制）　午後１時30分～
　場所：谷和原保健福祉センター

３ 日 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
５ 火 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

６ 水

３歳児健診　午後１時～２時

　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成16年12・平成17年１月生
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

７ 木

1歳６か月児健診　午後１時～２時

　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成18年７・８月生
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

８ 金

離乳食教室(予約制）　   ①午前10時～ 10時50分

　　　　　　　　　　　②午前11時～ 11時50分
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

10 日 健康増進室利用講習会　午後１時30分～

12 火

ひよこ広場　午前10時～ 11時30分

　場所：谷和原公民館
育児相談（予約制）　午前９時～ 11時30分

　場所：谷和原保健福祉センター

13 水

マタニティ教室（予約制）　午前９時～正午
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

健康増進室利用講習会　午後６時30分～
14 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

15 金

３歳児健診　午後１時～２時

　場所：伊奈保健センター
　対象：平成16年12・平成17年１月生
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

16 土
婦人科検診（予約制）　正午～
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午後６時30分～

17 日
未受診者健診　午前９時30分～ 11時
　　　　　　　午後１時30分～３時
　場所：谷和原保健福祉センター

18 月
1歳６か月児健診　午後１時～２時

　場所：伊奈保健センター
　対象：平成18年７・８月生

20 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

21 木

ポリオ　午後１時～２時

　場所：谷和原保健福祉センター

健康増進室利用講習会　午前９時30分～

ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

22 金

骨粗しょう症検診（予約制）
午前９時30分～、午後１時30分～
　場所：小絹コミュニティセンター（午前）
　場所：伊奈保健センター（午後）
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

23 土
未受診者健診　午前９時30分～ 11時
　　　　　　　午後１時30分～３時
　場所：伊奈保健センター

26 火
２歳児歯科健診　午後１時～２時

　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成17年11・12・平成18年１月生

27 水 健康相談（予約制）　午前９時～ 10時30分
　場所：谷和原保健福祉センター

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。☎ 25 - 2100
●申 込 日　１月28日㈪～２月21日㈭
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
　都合により休講、または変更になる場合があります。
●定 員　各日とも17人（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参 加 費　１００円（増進室利用料として）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。
　申し込み先　健康増進課　☎ 25 - ２１００

保健だより　健康増進課

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時30分～午後８時
　※月曜日は休室になります。
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休日当番病院（２月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

２月３日㈰ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223
10日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
11日㈷ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223
17日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
24日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771

小児科救急当番病院（２月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（２月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 金 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波、愛高、高野台
２ 土 － －
３ 日 － －

４ 月 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波、愛高、高野台

５ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
６ 水 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
７ 木 野堀、伊奈東 福田地区、出山、赤松、小島新田
８ 金 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口、高岡、大山
９ 土 － －
10 日 － －
11 月 狸穴、伊奈東 －
12 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
13 水 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
14 木 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
15 金 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
16 土 － －
17 日 － －
18 月 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
19 火 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
20 水 板橋、上街道 青古新田、豊体
21 木 板橋 －
22 金 板橋 －
23 土 － －
24 日 － －
25 月 南太田 －
26 火 南太田 －
27 水 南太田 －
28 木 南太田 －
29 金 南太田 －

飼えなくなった犬猫の引取日
　日　　時　２月５日㈫
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

※谷和原地区のくみとりは、㈱シイナクリーン☎ 48‐2336

　になります。

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日　程
　 ２月５日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           12日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　　    15日㈮　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           19日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
　　　26日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館

　法律相談（弁）
　　弁護士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談

　日　時　　２月21日㈭
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　所　　谷和原保健福祉センター　会議室

　　また、随時相談を受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　家庭教育や子育てに関すること・カウンセリ
ングなど何でも結構です。ご利用ください。
訪問相談のほか、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週木曜日　午前９時～正午

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

　「道路の案内標識が見えにくい」「郵便ポストが

近くにない」など毎日の暮らしの中で、困ってい

ることはありませんか？ぜひご相談ください。
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水道漏水修理当番（２月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 金 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335

２ 土 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲福新設備工業 52 - 5011
３ 日 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
４ 月 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲片見設備工業 52 - 5804
５ 火 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579
６ 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 谷原建設㈱ 52 - 2298
７ 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
８ 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常磐興業㈱ 52 - 2203
９ 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常総土木工業㈱ 52 - 5357
10 日 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 塚本建設工業㈱ 52 - 4854
11 月 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈱豊島産業 52 - 3335
12 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
13 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲川口商事 52 - 3286
14 木 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲片見設備工業 52 - 5804
15 金 成島建設㈱ 58 - 1131 常陸管工 52 - 5579
16 土 中村建設㈱ 58 - 1717 谷原建設㈱ 52 - 2298
17 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
18 月 ㈱山田組 58 - 2351 常磐興業㈱ 52 - 2203
19 火 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常総土木工業㈱ 52 - 5357
20 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
21 木 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈱豊島産業 52 - 3335
22 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲福新設備工業 52 - 5011
23 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
24 日 ㈲大久保水道工業 58 - 6213 ㈲片見設備工業 52 - 5804
25 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
26 火 松本工業㈱ 58 - 2187 谷原建設㈱ 52 - 2298
27 水 成島建設㈱ 58 - 1131 谷口設備工業 52 - 2619
28 木 中村建設㈱ 58 - 1717 常磐興業㈱ 52 - 2203
29 金 ㈱山田組 58 - 2351 常総土木工業㈱ 52 - 5357

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

12月分
　1件
　0件

0件
1件

　12月分
23件
88件

　28件
139件

19年分
11件

　11件
3件

25件
　19年分

226件
874件

　267件
1,367件

市
長
12
月
の
動
静
（
12
月
１
日
～
12
月
28
日
）

　　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

１
日
㈯
＝
交
通
安
全
大
会

２
日
㈰
＝
少
年
柔
道
大
会

３
日
㈪
＝
庁
議
、
行
政
改
革
本
部
会
議
、
市
民
よ

　
　
　
　

り
テ
レ
ビ
の
寄
贈

４
日
㈫
＝
立
浪
部
屋
親
方
と
県
知
事
表
敬
訪
問

６
日
㈭
＝
定
例
記
者
会
見

７
日
㈮
＝
民
生
委
員
協
議
会
、
取
手
下
水
道
組
合

　
　
　
　

臨
時
議
会

９
日
㈰
＝
市
長
杯
剣
道
大
会

10
日
㈪
～
12
日
㈬
、
18
日
㈫
＝
議
会
定
例
会

16
日
㈰
＝
市
な
わ
と
び
大
会
、
は
つ
ら
つ
一
座
公

　
　
　
　

演
会

19
日
㈬
＝
茨
城
県
つ
く
ば
地
域
振
興
課
来
訪

20
日
㈭
＝
下
館
河
川
事
務
所
長
来
訪

21
日
㈮
＝
土
浦
土
木
事
務
所
次
長
来
訪

26
日
㈬
＝
Ｔ
Ｘ
沿
線
５
市
長
会
議

27
日
㈭
＝
入
札
、
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

28
日
㈮
＝
辞
令
交
付
式
、
御
用
納
め
式

お
詫
び

　　

公
務
員
の
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
昨

年
12
月
9
日
に
、
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
派
遣
し
た
市
職
員
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
行
為
が
あ
り
、
市
民
の
皆
様

方
に
は
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
の
信
頼
と
名
誉
回
復
に
向
け
全
職

員
が
強
い
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
職
務
の
遂
行
に

あ
た
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

２月の納税など
固 定 資 産 税　　　第 ４ 期
介 護 保 険 料　　　第 ６ 期
保 育 料　　　２ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　２ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　２ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　福岡・谷原
下水道受益者負担　　　第 ４ 期
下 水 道 使 用 料　　　谷原・小張
農 集 排（ 伊 　 奈 ）　　　２ 月 分
コミプラ（伊　奈）　　　２ 月 分
住 宅 使 用 料　　　２ 月 分
地 　 代（ 伊 　 奈 ）　　　２ 月 分

　☆納期限は２月29日㈮です。

　平成19年分救急出場件数の累計に
誤りがありました。正しくは今回の累
計1,367件になります。
　お詫びして訂正いたします。
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お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
12
月
号
14
ペ
ー
ジ
、

「
松
し
ょ
う
は
く柏
盆
栽
展
示
競
技
会
表
彰
」

の
記
事
に
お
い
て
、
県
知
事
賞

「
姫
し
ゃ
ら
」（
谷や

口ぐ
ち　

勉
つ
と
む

氏
）

の
写
真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

正
し
く
は
こ
ち
ら
の
写
真
に

な
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
方
々
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

２月より申込開始

未
成
年
者
に
は
買
わ
せ
な
い



�0－広報つくばみらい１月号（No.22）－

　本校の名称「十和」は、明治時代に十の地区が合併し、十和村ができたこ

とに由来しています。昨年度「創立１２０周年を祝う会」を実施しました。

現在の児童数は１０６人で、ここ数年間は横ばい状態が続いています。　

　本校は地域と密着しており、毎年ＰＴＡ歓送迎会のおりには、ほとんどの

保護者が出席してくださっています。家庭・地域ともに、学校に対して非常

に協力的で、授業参観・学級懇談などの学校行事への出席率も高くなってい

ます。ＰＴＡ役員の方も、石
いしじま

島会長さんを中心にして献身的に活動してくれ

ています。

◇編集・発行　茨城県つくばみらい市総務部秘書広聴課　〒300‐2395  茨城県つくばみらい市福田195番地　☎0297‐ 58 ‐ 2111　FAX0297‐58‐5611
　メールアドレス：infot@city.tsukubamirai.lg.jp　ホームページアドレス：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/
◇発行日　１月17日㈭　　～「広報つくばみらい」は原則毎月第３木曜日発行です～

市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

つくばみらいの

学校紹介
第８回～十和小学校～

▲計算レベルアップタイムの様子

　本年度は、「学力の向上」と「豊かな心の育成」を重点目標に掲げました。

学力の向上に当たっては、「よくわかり、楽しい授業」を日々心がけています。

また、毎月「計算レベルアップタイム」を実施し、担任のほかに、校長は

じめ担任をもたない職員もクラスに入り、個別指導をしています。豊かな

心の育成に当たっては、読書活動の積極的推進、道徳教育の充実をはかっ

ています。具体的には、「虹の会」の方をはじめとして、ＰＴＡ教養委員の

方や広報図書委員の児童による読み聞かせを行ったり、道徳の授業を公開

したりしています。

　さらに、教育効果をあげるために、家庭や地域との連携をよりいっそう深

めています。「まごころふれあいフェスティバル」における手作り交流会に

は、地域の方に講師をお願いしています。また、生産活動として、米作り

やジャガイモ、サツマイモの栽培を行っていますが、近所のおじいちゃん

やおばあちゃんに教えていただいています。「ふれあい給食」などを通して、

高齢者の方ともふれあっています。

　本年度は特に、子どもたちの活躍にめざましいものがあります。全国学芸

科学コンクールで、１年生の児童が文部科学大臣奨励賞に輝きました。また、

小平記念作文では、同じく１年生の児童が最優秀賞を受賞しました。県科学

研究作品展では、４年生の児童が県教育研究会長賞、県交通安全ポスターコ

ンクールで５年生の児童が優秀賞になりました。さらには、県のスポーツランキングで６年生が認定証をいただきました。

これは、クラス全員が水泳で25ｍ泳げるクラスに与えられるものです。県南地区で認定証を受けたのは、わずか10クラスで

した。

　本校では、現在体育館の改修工事を行っています。１月末には完成の予定ですが，２月16日㈯には、青少年育成つくばみ

らい市民会議十和支部会（中
なかがわかずひこ

川和彦会長）とタイアップし、『こけら落とし』を兼ねて「まごころふれあいフェスティバル」の

おりに観劇を予定しています。

　これからも、地域の方に支えられながら、学校と家庭が協力し合って、「自ら学び、心身共に健やかで、人間性豊かな児童」

の育成をめざしてがんばっていきたいと考えています。

▼みんなで食べるとおいしいね（ふれあい教室）

▲読み聞かせの様子


